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は　じ　め　に

　この『安全の手引』は、学生が大学で実験、実習および卒業研究を行う場合の安全

に対する注意・心構えをまとめたものです。

　「災害は忘れたころにやってくる」とよく言われます。日常的に扱いなれたもので

あっても、ちょっとした油断や不注意が大きな災害を引き起こすことがあります。そ

して、このちょっとした油断や不注意が自分だけではなく、周囲の友達にまで傷害を

負わせたり、ひいては地域住民にまで迷惑をおよぼす危険性があります。安全は他人

が保証してくれるものではありません。安全は自分自身が築きあげていくものである

との認識を持ち、細心の注意をはらって、実験、実習あるいは研究に励んでください。

　大学では、各学科の研究室、実験室等で最先端の研究を行っており、高度な試験機

器、実験装置や種々の薬品などを扱っています。この『安全の手引』では、これらの

機器、実験装置や薬品等、個々の物に対する取り扱い方、安全のための指針を記述す

ることは不可能ですので、必要最低限の共通事項についてのみ書いてあります。すな

わち、工学部全学科の学生が常日頃心がけなければならない安全に対する一般共通的

な事項に主眼をおいて書いてあります。従って、学生はこの『安全の手引』の全項目

を熟読するとともに、個々の機器等を取り扱う場合の安全指針については、それぞれ

のマニュアル等をよく読んでください。わからない点は指導教員・職員に質問して指

示を受けるなど、万全を期した取り扱いをしてください。そして、操作中に異常を見

つけた場合は、ただちに操作を停止して指導教員に報告し、適切な措置を講じてくだ

さい。常に災害を未然に防止する心構えを持って、学生実験や卒業研究を行ってくだ

さい。

　今回、この『安全の手引』を10数年ぶりに改訂するにあたり、新たに情報セキュリ

ティの項を加えました。高度な情報化社会である今、セキュリティ意識の低い個人が

一人いるだけで、学内はもちろんのこと、学外にまで多大な損害を与える場合があり

ます。

　実験室や研究室では、過度にふざけた行動や粗暴な行動をつつしんでください。安

全管理の認識を学生個人個人が常に持ち、不測の事故のない明るい大学生活を送られ

るよう願っています。
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1．事故・傷病者発生時の処置
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○心肺蘇生法とAEDの手順

出典：「救急蘇生法の指針」（厚生労働省）
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2．災害防止・安全のために

　工学部においては、実験・実習・作業は教育研究活動の重要な項目であるが、それ

らの遂行に際しては、常に危険が伴うことを忘れてはいけない。実験や作業の種類が

多く、従って予想される危険や災害の種類も多い。しかし、起こり得る災害や危険の

種類と程度を予想し、それらを回避するための対策を立て、確実に実行すれば事故や

災害の多くは防止できる。

　この章では、工学部のすべての教育研究活動に共通した、やや一般的な災害防止と

安全のための注意事項を述べる。すなわち、火災および地震災害の防止、作業・実験

中の災害防止、研究室での日常における災害の防止、学外・屋外実習における災害防

止、廃棄物の処理における注意について述べる。

2．1　火災の防止

　火災の多くは人災であり、平素の心掛けや対策によって防ぐことができる。火災の

発生そのものを防止するために平素より心掛けておくべきことは何か（防火の心得）、

万が一、火災が発生したらどのように対処すればよいか（出火時の処置）、また、火

災が発生したときの災害を最小限にするためにどのような対策を立てればよいか（火

災対策）。

（１）防火の心得

　実験室でとるべき防火のための対策と、研究室での日常における防火のための心

得に分けて述べる。

１）実験室での火災を防ぐには

①　火気を使用する前に器具を点検する。

② 　火気は安全な場所で使用する。（１）危険物質（引火性、発火性、爆発性の

ある物質）の周りは火気厳禁である。（２）不燃性の台の上で器具を使用する

こと。

③ 　火気を使用するときは整理整頓をする。特に、火気の周りに危険物や可燃物

を置かない。

④　火気使用中はその場所を離れてはいけない。離れるときは火を消すこと。
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⑤ 　燃えにくい服装で火気を使用する。難燃性の素材や木綿の衣服が好ましい。

合成樹脂素材の製品は火熱で溶け、火傷しやすいので避ける。

⑥ 　引火性の気体や液体を通す管（ゴム、ナイロンなど）は、欠陥のないものを

使用する。折り曲げたらひび割れるような劣化したものは使用しないこと。

⑦ 　電気配線やガスの配管は勝手に変更しないこと。特に、固定された配線、配

管の変更には施設環境部の許可が必要である。

⑧　電気配線器具は十分容量のある規格品を用い、たこ足配線をしない。

⑨　火気使用後の後始末を確実にすること。

２）危険物の取扱い

①　火災の原因となるような危険物は、必要以上の量を保管しない。

② 　法規に従って適切に保管しなければならない。すなわち、数量・品名を朱書

きする、保管場所では火気を使用しない、盗難防止のための措置をする、地震

時に転倒しないように安全な保管庫を使用する。

③ 　電気スイッチの点滅、静電気の放電による引火もあるので、必要に応じて対

策を講じておく必要がある。（「３．電気の取扱い」参照）

３）研究室等での火災を防ぐには

①　常に研究室の整理・整頓・清掃に心掛けておくことが重要である。

②　電気配線やガス配管は、適切に行うこと。

　・ 配電盤の端子やコンセント、テーブルタップの定格容量を考慮して配線を行

うこと。

　・ 定格容量を超えた電流が流れるとコンセントやタップが発熱し発火につなが

ることがある。無計画なたこ足配線は厳禁である。

　・ 床や通路などの人の動線を跨いだ配線を行わざるを得ない場合には、踏みつ

け防止の措置をとること。

　・ コンセントやプラグ部にほこりがたまらないように注意すること。また水気

や湿気の多いところではショートの危険性に注意し配線を行うこと。

　・コードを束ねたまま使用すると発熱し発火の恐れがある。

　・古くなった配線器具は、新しいものに取り替えること。

　・古くなったガスコード、ガス用ゴム管は、新しいものに取り替えること。

　・ ガス栓を開くときは、ガス栓からガス接続機器までが正しく接続されている

ことを確認すること。
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③　ストーブなどの暖房器具を使用するときの注意

　・器具は正常であるか、シーズン初めに点検しておくこと。

　・近くに可燃物を置かない。

　・最後に退室する者は、確実に消火する。

④　ガスコンロ等の使用に際して注意する点

　・器具の周りに燃えやすい物を置かない。

　・コンロを使用した者は、責任を持って火を消すこと。

　・使用中は部屋を出ない。部屋を出るときは火を消すこと。

⑤　リチウムイオン充電池の使用に際して注意する点

　・ 対応していない充電器を使用しないこと。過充電状態になり、破裂・発火の

恐れがある。

　・ 液漏れした電池は火気から遠ざけること。電解液に引火し、破裂・発火の恐

れがある。

　・ 鍵やクリップなどの金属製品と一緒に保管したり持ち運んだりしない。電池

がショートし、発熱、破裂、発火につながる恐れがある。

　・ 高温になる場所で充電や保管、放置しない。液もれ、発熱、破裂、発火の恐

れがある。

（２）火災対策

　万が一、火災を起こしたり、火災を発見したら、通報→消火→避難の手順で対処

することになるが、とっさの出来事に対して冷静に行動することは容易でない。そ

のための対策を平素より心掛けておくことが重要である。これは、次項（３）「出

火時の心得」を適切に実行するための対策である。

１）緊急時の連絡方法

　火災が発生したらしかるべき手順で通報しなければならない。本手引の裏表紙に

「事件・事故発生時の対応マニュアル」が記されているので読むこと。

２）火災報知器、消火器の設置場所と使用方法

　工学部建物には、随所に火災報知器と消火器が設置されている。各自の行動範囲

での設置場所を知っておくこと。

　火災報知器は、ボタンを押すと館内に警報ブザーが鳴り響くとともに、どこで火

災報知器のボタンが押されたか、集中管理盤に表示される仕組みになっている。火
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災報知器の下には消火ホースが備えられている。

　火災の種類によって有効な消火手段が異なるので、実験室に備えられている消火

器の種類とその使用方法を知っておく必要がある。一般に、水は木、紙等の火災に

は有効であるが、油や電気系統の火災には適さない（3．2（２）参照）。廊下等に

備えられている、いわゆる粉末ABC消火器は、そのような火災にも有効である。

３）許された場所以外で駐車・駐輪をしないこと。

　消防車の通行、消火活動の妨げになる。特に、消火栓周囲の駐車禁止場所に駐車・

駐輪してはいけない。

４）避難に備えて

　実験室または研究室にいるときに火災が発生し、避難するような状況になったと

きに、どこを通って避難すべきか考えておく必要がある。避難経路、非常口の場所、

非常扉の開け方を確認しておくこと。火災発生時には、煙感知器によって延焼防止

用防火扉が自動的に閉まる。防火扉には小扉があるので、それを手で開けて通るこ

とになる。

　非常口付近や階段近くには、物を置いてはいけない。避難のときに妨げになる。

（３）出火時の心得

１）通　報

　まず、大声で「火事だ!」と火災が発生していることを人に知らせ、通報を依頼

するとともに、火災報知器で火災の発生を知らせる。本手引の裏表紙の「事件・事

故発生時の対応マニュアル」を読んでおくこと。すでに負傷者がいるときは、負傷

者の救出にあたる。

２）初期消火

　まず、電源、ガスの元栓を閉める。火の元の周囲の可燃物を取り除く。あわてず、

状況を判断し、消火活動を行う。先に述べたように、火災の種類によって有効な消

火手段が異なるので、冷静な判断をして、適した消火手段を用いなければならない。

　部屋に消火器が備えられている場合、消火器を使用する。水による消火が可能な

場合は、火災報知器の下に格納されている防火ホースから放水消火する。

３）避　難

　危険があるときは、消火をやめ避難する。一般に、天井に火が燃え移った状況で

は危険であるので避難しなければならない。部屋の中に人がいないことを確認して、
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扉を閉めて出る。煙が発生して感知器が煙を感知すれば防火扉が閉まっているので、

その小扉を開けて通る。通った後は必ず閉めておく。

2．2　爆発の防止

　爆発は実験室の事故として、最も悲惨な災害をもたらすことがあるので、爆発の危

険性が考えられる実験では、細心の注意を払う必要がある。爆発は、実験室では３つ

の形のものがある。（表１参照）

表１　爆発の処理
爆発物 現　象

A 可燃性ガスまたは蒸気、粉塵

可燃性のガスまたは蒸気、あるいは粉塵と空

気が適当な濃度（爆発限界）に混合し、着火

源が共存するときに起こる爆発

B 爆発性物質
火薬類や不安定物質、あるいは有機過酸化物

の加熱や衝撃によって起こる爆発

C 混合
一つ一つの物質は爆発性がないが、混合によっ

て、上記Bと同様の性質をもつ爆発

（１）ガス・粉塵爆発

　可燃性ガスまたは可燃性液体の蒸気、あるいは粉塵が空気とある濃度で混合する

と、引火によって爆発することがある。濃度の爆発限界には、ガスの種類によって、

上限と下限があるのが普通である。爆発を防止するには、引火の原因となるような

裸火、火花などを絶対近づけたり、発生させないことであり、また、ガス濃度が爆

発限界に入らないように、よく換気することである。常時、可燃性ガスを使用する

ような場所には、警報装置を設置することも必要である。

　（例）　可燃性ガス： 水素、メタン、エタン、プロパン、エチレン、アセチレン、

一酸化炭素、アンモニア、シランなど

　　　　可燃性液体の蒸気： アセント、メタノール、エタノール、ｎ－ヘキサン、

エーテル類など

　　　　粉塵：金属粉、プラスチック粉、石炭の微粒粉など
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（２）液体および固体の爆発

　それ自体不安定な物質が、加熱、衝撃、摩擦によって爆発する。使用前に必ず危

険度を調べておく必要がある。使用や貯蔵に当たっては、衝撃や摩擦を与えないこ

と、火気を近づけたりしないことである。また、必要以上に多量に使用することを

避ける。

　（例）　 N⊖O結合をもつもの： 硝酸エステル、ニトロ化合物、アミン硝酸塩、ニト

ロソ化合物、雷酸塩

　　　　N⊖N結合をもつもの：ヒドラジン、ジアゾ化合物、アジ化物

　　　　O⊖O結合をもつもの：過酸化物、オゾニド

　　　　O⊖X結合をもつもの：塩素酸、過塩素酸、その塩およびエステル

2．3　地震災害の防止

　地震は、発生を防ぐことは勿論、発生を予測することもできない。しかし、地震に

備えて対策を立てておくことによって、災害を軽減することができる。地震の発生に

備えて立てておくべき対策は何か、地震が発生したらどのような行動をとるべきか。

　自分の活動場所で地震が発生したときに予想される危険を想像し、そのような危険

を回避するためにはどうすればよいかを考え、出来る対策を講じておくことが重要で

ある。

（１）地震が発生したらあるいは緊急地震速報で強い揺れが予想されたら

① 　まず火の始末をする（自動消火装置が作動する場合もあるので、無理はしな

いこと。）。

②　机の下など丈夫な物の下に身を隠し、物の落下や転倒から身を守る。

③ 　あわてて戸外に飛び出さない。割れた窓ガラスが落下してきたり、壁が倒れ

てケガをすることがある。

④ 　大きな災害が発生したら自動車を使用しない。停電のため信号機が作動して

いなかったり、道路に亀裂が入っていることがある。

⑤ 　万が一火災が発生したら、2．1（３）「出火時の心得」に従って行動する。

　 　ただし、地震時には、通常の場合と違って、断水の恐れもあるし、消防車も

すぐには来ないかもしれない。そうなれば冷静に避難すべきである。
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⑥ 　ＴＶ、携帯ラジオなどで公式の情報を聞く（不確定なインターネットの情報

に惑わされないこと。）。

⑦ 　学外へ自動車で移動中（運転中）の地震時には、急ブレーキをかけず交差点

を避けて左側に寄せてエンジンを止める。避難するときは、火を引き込まない

ように窓を閉め、エンジンキーはつけたままドアロックをしない。

⑧ 　屋外で実習あるいは作業中に揺れを感じたら、自動販売機や電柱など、地震

で傾いたり倒れやすいものには近づかない。垂れ下がった電線などは危険なの

でそばに寄らない。

（２）地震の発生に備えて

①　書棚の上など、高い所に物を置かない。

② 　実験装置、書棚などは、転倒しないように壁ぎわに設置したり、転倒を防止

するために、床や壁に固定する。特に危険物の保管庫は設置場所を検討し、厳

重に固定して置く必要がある。

③　ボンベは、転倒を防ぐためにくさり等で壁に固定する。

④ 　危険物の入ったガラスの容器等は、落下、転倒しないような状態で保管して

おく。

⑤ 　ガス配管・電気配線などがはずれることがあるので、使用しないときは常に

元栓を閉める、電源を切るなどの習慣をつけておく。

⑥ 　安全な場所はどこか、また、避難経路も考えておくこと。避難経路に当たる

場所（階段、廊下など）には物を置かない。

⑦ 　携帯ラジオ、ライト等の乾電池は切れていないか点検し、切れていれば新し

いものに替えておく。

⑧　2．1「火災の防止」で述べた事柄を守ること。

2．4　作業・実験における注意事項

　作業や実験は、安全に終えて初めて成功したことになる。

　作業・実験中の事故は、扱う材料の危険性、扱う機器の危険性、作業・実験者の操

作ミス等に起因するが、そのうち、単純な人為的ミス（ケアレスミス）による事故が

最も多い。事故防止のための基本的注意事項を修得し、それに従って行動することが
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大事である。

　３年生までの実験・実習では、危険の程度が予測できるものが多く、危険を回避す

るための方法が確立されている。しかし、４年生や大学院生が行う、いわゆる研究の

ための実験には、これまでの経験から判断できないような危険が潜んでいる可能性も

ある。指導教員を交えた綿密な検討が必要になる。

（１）作業・実験によって起こり得る事故

　作業・実験によって起こり得る事故とその主な原因を列挙する。これは一例で

あって、自分の行う作業・実験によって起こり得る危険を常に予測しておかねばな

らない。

① 　ケガ、骨折：機械操作のミス、コンクリートや岩石の破壊試験や金属の切削

に伴って起こるような堅い材料の飛散・破損、重量物の落下や転倒、高所での

作業には常にこの種の事故の危険性がある。（4．5「重量物の取扱い」参照）

②　感電：漏電・絶縁不良による。（3．2「感電による災害と防止」参照）

③ 　火傷：火気使用中、高温・低温物質、化学薬品による。（5．7「薬品による

事故の対策」参照）

④ 　眼の損傷：レーザーやアーク放電による。（3．4「レーザー・高周波機器に

よる災害と防止」参照）

⑤ 　一酸化炭素中毒・酸欠：換気不良による不完全燃焼、液体窒素を大量使用し

た場合、空気を排除して酸欠に至ることがある。

⑥　有機溶剤による中毒：有機溶剤系の接着剤を大量に使用する場合

（２）作業・実験における事故防止のために

１）内容を理解する。

　実験・実習の内容、すなわち、目的、手順を予習すること。実験の手引や指針等

をよく読んでおく。指導者の説明を注意深く聞き、かつ、注意事項を遵守すること。

２）機器の取扱い方法を知る。

　ある操作をすることによって何が起こるのか（操作の意味）を理解しなければな

らない。やたらにスイッチを押さないこと。不審な点、わからない点は、指導者に

尋ねたり、取扱説明書を丹念に読み、理解を深めること。独断や早合点は事故のも

とである。
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３）適した服装、履物を着用する。

　作業・実験上予想される危険から身を守るのに適した服装・履物を着用すること。

　例えば、化学実験には白衣が適しているが、機械操作をするときは作業服を着用

した方がよい。高温物質や鋭利なもの、感電の恐れのあるものを扱うときは、手袋

を着用するが、歯車の回転を伴うような機械を操作中は、手袋は着用しない方がよ

い。挟まれたときに機械に引き込まれる恐れがあるからである。

　履物は、滑らないものを履く。また、紐の解けた靴を履かない、靴のかかとを踏

んではいけない。

　その他、作業の種類によっては、保護眼鏡、防災面、防塵マスク、ヘルメット等

の保護具を着用する。

４）器具、材料を点検する。

　使用機器を点検し、故障等がないか調べる。特に、安全装置が正常に作動するか、

例えば、緊急停止ボタンの位置と動作の確認をする。機器の調子が悪いときや、故

障を発見したとき、あるいは故障させたときは、速やかに指導者に連絡すること。

次に使用する人の安全のためである。

　材料・試料は適当な量を準備する。多ければよいというものではない。

５）無人運転をしない。

　実験中や機器動作中、その場所を離れないこと。

６）　安全な環境をつくる。

　作業・実験中は、整理・整頓に心掛けること。例えば、火気の周りに可燃性のも

のを置かない等、安全な環境づくりに心掛けることが大事である。

７）　細心の注意を払う。

　真剣に取り組み、ふざけたりしないこと。音楽を大音量で鳴らしながら作業をし

ている光景が時折見られるが、危険の兆候を聞き漏らす恐れがあるので止めなけれ

ばならない。

　共同作業をするときは、互いに連絡を取り合うこと。特に、機器の動作開始に当

たっては注意する必要がある。他人に対して危険を及ぼす恐れがないか、逆に危険

を受ける恐れがないか。他人の安全に配慮し、かつ、自分の安全は自分で守ること。

　近寄る必要のない危険な場所に近づかないこと。

８）夜間の作業・実験は避ける。

　夜間、教職員がいないときの作業・実験はできるだけ行わない。やむを得ず行う
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必要があるときは、指導教員に実験の内容について事前に相談しておき、許可をも

らっておく必要がある。

９）単独で作業・実験は行わない。

　万が一、事故が発生したときに備え、作業・実験は二人以上で行うこと。また、

危険を感知する力が大きくなる利点もある。

10）無理な実験はしない。

　実験計画に時間的な無理はないか。装置、機材の不備はないか。健康状態は良好

か。健康状態が良くないと、注意力が低下して事故につながる。

11）後片付け

　器具の片付け、整理・整頓、掃除を行い、ガス・電気・水等を止めること。

2．5　研究室における災害の防止

　実験や作業を行わない、いわゆるデスク・ワークを主体として行う研究室における

災害防止のための注意事項を述べる。

　2．1「火災の防止」、2．3「地震災害の防止」で述べたことがそのまま適用されるが、

特に、

①　火災や地震災害が発生したときにとるべき措置と避難経路を確認しておく。

② 　盗難防止に心掛ける。特に、研究室に危険物質が保管されている場合、夜間の

戸締まりは厳重にすること。

③ 　研究室を最後に退出する者は、戸締まり、水道・ガス・電気・火気・危険物の

点検を確実に行うこと。

④ 　教職員がいない時間帯に研究室に残る者は、火災の防止に努めること。冬季の

暖房器具の管理、換気に注意すること。特に、研究室で仮眠をとる場合に注意が

必要である。一人で居残ることは避けた方がよい。

2．6　屋外および学外活動の注意事項

　現場・工場見学、学外実習、屋外観測、社会システム土木系学科の測量学演習・実

習、機械物理系学科の工場実習など、屋外、学外における教育研究活動中の事故防止

のための注意事項を述べる。
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（１）屋外における実習・実験・観測における安全

① 　交通事故に注意すること。作業中、通行止めやバリケードを設置し、かつ、

見張りを必ず立てるなどの措置をとる。

②　落雷の危険が生じたら、作業・観測を中止すること。

③ 　危険な場所での観測は、起こり得る危険を十分に予測し、避けなければなら

ない。

　 　例えば、海岸・河川・湖沼への転落の危険がある場合は、ライフジャケット

を着用する。海岸で津波災害に遭わないためには、情報を得られる機器を携帯

し、緊急地震速報や臨時情報を聞き逃さないこと。

（２）学外実習、現場見学等における安全

①　現地の指導者の指示に従って行動すること。

② 　現地で定められた規則を遵守すること。例えば、土木建設現場では、ヘルメッ

トや安全靴の着用が義務づけられている場合が多い。

③　立ち入りを禁止されている所には、許可なく立ち入ってはいけない。

2．7　廃棄物の処理

　鳥取大学では、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の基に、環境保全の立場から、

処理方法を定めている。自分の出す廃棄物の処理方法は、各人の責任として知ってお

く必要がある。

固形廃棄物（ゴミ）の処理に関する注意

　ゴミは、分別して、工学部事務室横の小屋に一時保管しておいて、鳥取市に処分を

委託している。ゴミは分別して搬出しなければ処分してもらえない。工学部では、毎

週火曜目の昼に学生、教職員が協力してゴミの分別搬出を行っている。ゴミとして出

す際の注意点を挙げる。

① 　ゴミは次のとおり（表２参照）分別搬出するので分けておき、所定の場所に出

すこと。

区分　可燃　　・可燃物（生ゴミ、紙、布等）

　　　資源　　・ 古紙（新聞、雑誌、ダンボール・OA用紙等リサイクル可能
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なもの）

　　　　　　　・プラスチック類

　　　　　　　・缶・ビン類

　　　　　　　・ペットボトル

　　　不燃物　・小型破砕

　　　産業廃棄物　 注射針、薬品用のビン、ビーカー・試験管等のガラス類、

ポリタンク、薬品を拭いた紙・アルミホイール・手袋・チュー

ブ等

　　　　　　　・乾電池

　　　　　　　・蛍光管

② 　家電製品などの石綿を含むものは、ゴミとして出さずに厳重に保管しなければ

ならない。これらは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく特別管理廃

棄物として、厳重な管理と保管が義務づけられている。

③ 　爆発の危険性のあるもの（スプレー式の容器など）は、予めガスを抜いておく

こと。

④ 　再利用・再使用できるものは安易にゴミとして出さないこと。地球規模の資源

保護・環境保全の立場から、リサイクルできるものはリサイクルに努める。
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表２　分別区分
分別区分 品　名　等 備　　　考

可燃物
・紙くず
・生ごみ
・布類　等
・アルミホイル（汚れているもの）

水切りを行うこと

資　源

古　紙
・OA用紙等リサイクル可能なもの
・新聞、雑誌
・ダンボール
・シュレッダー（紙）

クリップ・プラスチック等ははずし、紐で絡めること

プラス
チック類

・プラスチック
　　発砲スチロール
　　食品トレー（色・柄つき）
　　食品トレー（白色）
　　ペットボトルの蓋・ラベル

識別マーク「プラ」のもの
大きいものは、割って小さくする
洗浄すること
　　 〃

缶　類
・飲食用
　　アルミ缶
　　スチール缶
　　菓子缶

識別マーク「アルミ」のもの
識別マーク「スチール」のもの

ビン類 ・ビン類　（ジュース・食用のもの） 洗浄すること
ペット
ボトル

・ペットボトル 識別マーク「PET」のもの
容器は洗浄のうえ、蓋は外し、ラベルをはがすこと

不燃物 小型破砕

・アルミホイル（汚れていないもの）
・傘
・缶類（飲食用以外）
　　缶づめの上ふた
　　スプレー缶
・ガラスくず（破片）
・ケーブル類
　　延長コード
　　接続用コード
・工具類
・CD、DVD　等
・充電器
・ ビン類（食用以外のものが入っていたビン、薬品用ビンを除く）

洗浄すること
中身を空にして穴をあける。

産　業
廃棄物

・一斗缶
・ 乾電池（単１から単５の筒型乾電池、９Ｖ角型乾電池、ボタン電池）
・蛍光管
・実験等で使用したもの
　　アルミホイル
　　薬品をふいた紙
　　注射器（シリンジ）
　　　〃　 （針）
　　チューブ　等
　　手袋
　　ビーカー・試験管等のガラス類
・充電式電池、バッテリー　等
・ポリタンク
・薬品用ビン

中身を空にし、蓋をはずす
充電式電池は除く。

感染性廃棄物用容器に回収
　　　　　 〃

洗浄すること

廃液回収用タンクを除く。
洗浄すること

その他

別途回収

・インクカートリッジ、トナーカートリッジ 購入業者等に引き取りを依頼する。
・大型ゴミ
　　机・椅子　等
　　実験装置類
　　実験台・実験棚
　　冷蔵庫　等
　　木製品類
　　リサイクル家電　等

年１回

・パソコン、ディスプレイ　等 年１回
・焼却文書類 年１回
・実験系廃液　等
　　無機廃液
　　有機廃液
　　廃液回収用ポリタンク
・廃油（鉱物油：切削油、潤滑油　等）
・薬品類

回収しない
もの

・家庭ごみ（大学構外から持ち込まれたもの）
・ビン類
　　酒瓶（日本酒、洋酒、果実酒（ワイン）等）
　　ビール瓶
・タイヤ
・ゲーム機
・ラジカセ、ミニコンポ類

※廃棄の際、中身が見える透明な袋を使用のこと
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3．電気の取扱い

3．1　一般的注意事項

（１）電力線と信号線

　 　電気は、ポンプやファンの動力源として、器具や機器の動作用電源として、電気

炉などの熱源として、実験用の高周波電力や電磁波発生用として、電気溶接の工作

用として、種々の光源用として等、広い分野で便利に用いられている。

　 　また、測定や制御の信号に、情報処理・通信用のデータ伝送にも電気が用いられ

ている。

　 　前者の電気の応用では、エネルギー源として、使い方を誤ると人体に危険な量の

エネルギーを取り扱う。一方、後者の電気信号はきわめて微弱で外部のエネルギー

源から誘導を受け、容易に障害を起こし易い。

　 　したがって、エネルギー伝達用の電路（電力線）と情報伝送用の電路（信号線）

は、物理的に離さなければならない。また、接地する場合でも、電力機器の保安用

や安全確保の接地と、測定器や信号線の雑音防止用の接地とは分離して、別々の接

地を用いた方が良い。

（２）電力供給能力

　 　実験室では、壁、床のコンセントや配電盤の端子から電気を使うことが多い。一

つのコンセントや配電盤の一つの端子から取り出せる電力量は決まっている。また、

一つの実験室で使用できる最大の電力量も決まっている。

　 　それらの決められた電力量を超えて使用すると、配電盤のブレーカーが自動的に

遮断したり、ヒューズが切れたりする。このようなときは、負荷の接続を減らして、

安全な電力量以内で使用しなければならない。安全な電力量を超えて使用すると、

場合によっては火災につながる恐れがある。

　 　配電盤の端子から機器や装置までの間は、使用電流量に見合った太さの銅線、使

用電圧に応じた絶縁外皮と機械的な強度を持った電線を使用する。端子と電線の接

触は、良好な状態に保たなければ発熱して危険である。電線のつなぎ目も完全な接

触が保たれるように半田付けか、適当な接続装置を用いてしっかり固定するととも

に、導電部が露出しないようにテーピングしなければならない。
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　 　市販のテーブルタップによるたこ足配線は、卓上用蛍光灯などの小電力の器具以

外には使用しない。たこ足配線でパソコンを使用すると、動作不安定や暴走などの

異常を引き起こすことがある。

　 　市販のロールを用いる場合、ケーブルを巻き込んだまま使うと、発熱して危険な

場合がある。また、湿り気の多い場所では、防水型の器具を使うことが必要である。

（３）電力使用機器の接地

　 　一般に電力使用機器の外箱は、漏電した場合は当然だが、正常な場合も静電誘導

により大地に対して電圧が発生している。この電圧によるショックを防ぐため、現

場で接地が必要である。

　 　本学の電灯線（単相100V）及び電力線（三相200V）は、そのうち一線が変圧器

室で接地されている。従って、使用者は実験室でいかなる理由があっても、電灯線

や電力線を接地してはいけない。

（４）三相電力の相順

　 　電力線（三相200V）は、大型のポンプやファン等の電力源として用いることが

多い。

　 　３本の電力供給電線の接続を間違えると、ポンプが逆回りしたりする。必ず接続

ターミナルの相順を検相器で確かめて、正しい接続をすること。

（５）整理整頓と清掃

　 　感電のショックで転倒した場合でも、できるだけ安全であるよう実験室の器具や

装置は、整理整頓すること。

（６）高電圧使用時の単独実験の禁止

　 　高電圧や大電流をともなう実験は、一人ですることを禁止する。必ず、二人以上

で、互いに声を掛け合い、操作や作動を確認しながら行うこと。
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3．2　感電による災害と防止

（１）　電路と感電

　　感電は、人体に電流が流れてショックを受ける現象である。

　 　感電が危険なのは、直接人体の機能を損い、場合によっては直接死にいたること

である。死にいたらないまでも、失神や筋肉の自由がきかず、感電した危険な状態

から自力で離脱不能になる。また、火傷を生じたり、感電による衝撃で転倒や転落

して、骨折や外傷・打撲傷等の二次的な災害を引き起こすことがある。（表１参照）

　 　感電は、人体が直接充電部に接触し、人体を通って大地との間に（あるいは他の

充電部との間に）電路ができるほか、使っている器具への漏電によっても発生する。

　 　人体は、良導体の電解質で構成された体内組織を、やや絶縁性を持った皮膚で包

んだものと考えることができる。従って、感電時に人体内を流れる電流の大きさは、

ほとんど皮膚の電気抵抗に依存するといっても差し支えない。乾燥した皮膚の抵抗

は、数十kΩ以上あるが、水や汗で濡れたり、湿った状態では数百Ω以下になり、

電流が流れ易い状態になる。

　 　10V程度の低電圧でも水中で作業する場合は危険である。30V程度でも湿潤な環

境では危険である。一般の実験室の通常時の環境では、交流で20～30V、直流では

50V程度以下の電圧ではおおむね安全である。交流の方が直流の場合より、同一電

表１　感電の危険度
直流

（mA）

交流（mA）
60Hz １kHz

最小感知電流、少しちくちくする 5.2 1.1 12
苦痛がないショック、筋肉の自由がきく   9 1.8 17
苦痛があるショック、筋肉の自由がきく  62   9 55
苦痛があるショック、離脱の限界  74  16 75
苦痛を伴う激しいショックと筋肉硬直、呼吸困難  90  23 93

心室細動の可能性あり　電撃時間
0.03秒  1300  1000 1100
 3.0秒 500 100 500

心室細動が確実に発生　電撃時間
0.03秒  3575  2750 3025
 3.0秒  1375 275 1375
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圧では危険度が大きい。

　 　高電圧の場合は、強電界による電路周辺の絶縁破壊や放電の発生、および静電誘

導や電磁誘導の影響が考慮されなければならない。荷電中の電路に接近してはいけ

ない。電路と人体との間の安全離隔距離として、2.5kVでは40㎝、50kVでは１m以上、

100kVでは1.5m以上離れないと危険である。

　 　感電を防ぐためのゴム製の絶縁手袋や絶縁靴の着用は、皮膚に代わって高い電気

抵抗と絶縁性を確保するのに有効である。高電圧帯電部に対しては、接地棒を用い

て作業時に完全に電荷を放電してやる必要がある。

（２）電源の遮断と感電者の離脱

　 　感電事故が発生した場合は、特別の事情の無い限り（注１）、電源スイッチを切

る等して、速やかに電源を遮断する。必要があれば接地棒を用いて充電部を接地す

る。そして、感電者を速やかに充電部から離脱させる。

　 　電源が遮断できない場合は、救助者自身も感電者を介して連鎖感電する場合があ

るので、救助者は、絶縁手袋や絶縁靴を着用したり、絶縁台に乗るなど、大地から

絶縁して、感電者の離脱を図る。

　 　感電により、ショック状態となって呼吸と心臓が停止した場合の救急活動は、最

も緊急を要する。寸秒を争って、人工呼吸や心臓のマッサージを始めること。一見、

回復不可能に見えても、死の徴候を示しても、医療機関に引き継ぐまで少なくとも

数時間は救急活動を続けること。（救命救急の応急手当については、「1．事故・傷

病者発生時の処置」を参照）

　 　また、火災発生の際の消火作業も電源を遮断してから行うことが望ましい。単相

100V電灯線、三相200V電力線の場合は、粉末消火器や炭酸ガス消火器を用いるこ

とが望ましいが、十分距離をとればホースで注水して消火作業してもかまわない。

注１）スイッチを切れば冷却水の供給が断たれ危険な状態になったり、ドラフトのファンが止まり負

圧の状態でなくなり、有毒ガスが拡散したりするような場合は、スイッチを切ってはいけない。
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3．3　火災・爆発による災害と防止

（１）災害発生の原因と消火活動

　 　電気による発熱・火花の発生で、火災・爆発災害が生じる。発熱は、加熱が目的

の機器（電気炉、電気ストーブ、ヒータ、半田ごて等）の使用、機器・電線に対す

る過負荷・電線等の接続部の接触不良、絶縁不良による漏洩電流等により生じる。

火花は、スイッチ開閉、電線間短絡、静電気放電等で生じる。可燃性・引火性物質

あるいは可燃性ガス・粉塵等がある場合に、火災・爆発を起こす。

　 　火災が発生した時には、原則として電源を遮断してから消火活動を行う。電源を

遮断できない場合には、放水による消火は感電の可能性があるため、粉末消火器や

炭酸ガス消火器等を用いる。

（２）災害防止の対策

　①　電気装置の取扱い

　　　 　配電盤、機器等のスイッチ、電線、プラグ等の定格電流・許容電流をよく調

べ、これら以上の電流を使用しない。ヒューズは必ず規定の電流値のものを使

用する。電線の電源・機器等への接続は、圧着端子等で確実に行い、接触不良

にならないようにする。配線は、いわゆる「たこ足配線」をしない。当初正常

であっても経年変化で劣化・接触不良を起こすので、機器・電線の点検を定期

的に行う。実験を終了し、退室するときは、電源スイッチを切る。終夜運転の

電気炉・恒温槽・排気ポンプ・回転機等は、保護リレーなどの安全回路を設ける。

　②　火災・爆発の防止

　　　 　電源スイッチや発熱する機器の近くに可燃性のものを置かない。可燃性ガス

（水素ガス等）の使用・粉塵の発生の実験を行う場合には、これらが室内に滞

留しないようにし、ガス検出器等を設置する。可燃性の溶剤等を用いるドラフ

ト・乾燥機・冷蔵庫等は、防爆型にする。

（３）事故例

・ テスターで電圧を測定する際、誤って電流測定レンジで測定し、回路を短絡した

ことにより、火花が発生した。

・コンデンサーに定格以上の電圧を加えて使用中、コンデンサーが爆発した。
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・電熱器や半田ごてを通電状態で放置中、木机が炭化し、発火した。

・ プラグの接触不良で発熱し、電線の被覆材が溶け、線間短絡を起こし、被覆材が

発火燃焼した。

・ 回転機を無人連続運転中に停電し、通電時に回転機が過負荷となり巻線が焼損した。

・ 配電盤や機器を塗装後電源スイッチを入れたら、残存していた有機溶剤に引火爆

発した。

・ 天井の屋内ケーブル接続部分が接触不良により、通電中に発熱・発炎し、加熱に

よりケーブル絶縁部分が溶けて露出し、ジャンクションボックスの金属に直接接

触し、接地した。

3．4　レーザー・高周波機器による災害と防止

　誘導加熱や誘電加熱、レーダ等の普及に伴い、強力な高周波・マイクロ波機器の使

用、また、各種のプロセッシングやセンシングのために、各波長域において、種々の

レーザー光の使用が大学の研究室でも急速に増加してきた。この種の電磁波（光やマ

イクロ波など）により、瞬時に大火傷をうけ、生命の危険にさらされることもあるの

で、注意を喚起する。

　電磁波の生体に対する作用として、①痛みを生じさせたり、②電磁波の吸収にとも

なう熱の発生や、③分子、細胞等に変異や生長変化をもたらす効果等が指摘されている。

　このため、電磁波の周波数（波長）と電界強度、磁界強度との関係で、人体への安

全基準に関するガイドラインが設けられている。

　レーザー・高周波機器による災害には、電磁波によるものの他、これら機器内の高

電圧ないし大電流発生部によるものや、高電圧機器からのX線等に係わるものも考え

られるが、この種の機器からの災害に対する安全方策は、それぞれ別の節に記載され

ている。

　（3．2「感電による災害と防止」、7．3「X線発生装置等の取扱い」）ので、ここで

は電磁波に対するものについて記す。

　電磁波を使用する時には、

（ １）電磁波の放出部に誤って立ち入ることのないよう、棚を設けるとともに、前方

に電磁波を反射しにくい材質と電磁波に対する強度を考えて、防護壁を構築すると
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ともに、危険区域であることを表示する。

（ ２）強力なレーザー光やマイクロ波を用いる実験では、目の保護に最も注意する必

要がある。特に、レーザー光の場合、これを直視することは絶対に避け、散乱光や

反射光にも気をつける。また、使用波長を考慮した防護眼鏡の着用が望まれる。な

お、電磁波機器の増加にともない、電磁波機器相互間の障害を少なくするための法

規制が強まりつつある。すなわち、各機器からの外部への電磁波の漏れを極力（規

制値以下に）少なくするとともに、他の機器からの電磁波による影響を受けにくく

する（耐妨害能immunityを高くする）ことが求められ、従って、妨害に対する感度

（感受性susceptibility）を低くする対策を講ずることも必要である。

3．5　静電気対策

　最近、実験室や機器に絶縁性の高いプラスチックなどの高分子材料が広く用いられ

るようになったので、静電気の発生が増大しており、安全対策のうえからも静電気に

よる障害を防ぐ必要がある。

（１）静電気による放電火花（スパーク）が点火源となる爆発、火災

　 　絶縁物表面に摩擦などで静電気がたまると容易に高電圧（数kV以上）が発生し、

スパークを発生することがあり、可燃性ガスや粉じんがあると爆発や火災に至るこ

とがある。

（２）人体に対する電気ショックとそれによる二次災害

　 　乾燥した室内で敷物や靴等により大地から絶縁された人間が運動すれば、人体に

静電気が帯電し、接地金属に触れると電撃を受ける。人体電位が15kV以上になる

とかなり激しいショックを感じる。静電気の電撃で感電死した例はないが、その

ショックで機器の急激な誤操作、転倒、持ち物を落とすなど、二次災害を誘発する

ことが多い。

（３）静電気による電撃による機器の損傷とそれによる二次災害

　 　実験機器や電子計算機には、半導体デバイスが多用されており、静電気の電撃に
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より、半導体デバイスの損傷や誤動作を起こす場合がある。これが原因となり、重

大な二次災害を起こす場合がある。

（４）静電気による災害の防止

　 　静電気によるこれらの危険のあるときは、次のような安全対策を考慮する必要が

ある。

　①　接地による帯電除去

　　　 　漏れ抵抗（物体に設けられた電極と大地との間で測定された抵抗）が１MΩ

以下の物体は電気的に接地された状態にあるとされている。従って、漏れ抵抗

が１MΩ以上の 物体は接地する。接地には導線を用い、接地抵抗は100Ω以下と

なるようにする。

　　　 　接地によって確実に電荷を逃がすことができるのは、物が導体の場合であっ

て、絶縁体の場合には完全に電荷を除くことは不可能である。なお、床の漏れ

抵抗は、十分小さいことが必要である。漏れ抵抗が１MΩ以下の床は導電性と

みなしうる。

　②　導電化

　　　 　帯電性物体の表面の電荷は緩慢にしか移動できないので、可能な場合は絶縁

体を導電化（たとえばゴムにアセチレンブラックを添加）したり、絶縁体表面

を処理して導電化する。あるいは、接地した金属テープ、金属織物、金属線で

帯電性物質を包んで迅速な除電を図る。

　③　湿度の増大

　　　 　相対湿度を約65%まで増大させると、大抵の帯電性物質の表面抵抗は十分に

減少する。ただし、水分を吸着しない液体、固体、および加熱物体にはほとん

ど効果はない。冬期などの乾燥期に加湿器を使用することは効果的である。し

かし、電気設備のあるところでは、加湿によって絶縁が低下することもあるの

で、使用には十分な注意が必要である。

　④　導電性衣服の着用

　　　 　人体が帯電する可能性のある環境で作業する場合、炭素繊維などを利用した

導電性衣服を着用し、可能であれば導線で接地をすれば安全性が向上する。た

だし、感電事故の防止を優先するため、人体を床などから絶縁したほうが良い

場合も多くあり、状況をよく判断する必要がある。
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　⑤　除電器

　　　 　着火源にならない微弱な放電を行い、空気をイオン化し帯電物質の電荷を中

和する。

　　　　除電器には、電圧印加式、自己放電式、放射線式がある。

　⑥　防爆装置や危険報知器の設置

　　　 　静電気によるスパークが考えられるにもかかわらず、上記の対策が困難な場

合には、可燃性ガスや粉塵が部屋に充満しないように極力注意する。やむを得

ずこれらを使用する実験では防爆装置を装着し、危険報知器を設置する必要が

ある。

3．6　ＶＤＴ作業の注意

　ＶＤＴ（Visual Display Terminal）オペレータには異常出産の確率が高いと米国で報

じられたのは有名な話である。ＶＤＴ作業を続けると、近点（明視できる外界の最も

近い点）が延長し、眼の調節力が減少する。眼の屈折率の固定傾向が助長され、暗闇

での近視傾向が増大する。ＶＤＴ作業ではこの他にも、皮膚、筋肉、消化器、泌尿器、

神経系といった様々な器官に障害が及ぶことが知られている。この中にはＶＤＴとは

直接関係なく、長時間にわたる座位姿勢、冷房、照明、椅子などの作業条件および環

境によるものも含まれている。

　厚生労働省において平成20年に実施した「技術革新と労働に関する実態調査」によ

れば、ＶＤＴ作業に従事する労働者の割合は増加傾向にあり、長時間化が進んでいる。

すでに１日のうち４時間以上従事する労働者の割合は全労働者の半数近くにまで及

ぶ。近年は、スマートフォンやタブレットが急速に普及し、ＢＹＯＤ（＝Bring Your 

Own Device）という形で、スマートフォン等で業務上のメール等を処理できるように

なっている。このように、現代の生活、就労環境においては、もはやＶＤＴ作業は必

須に近いものであり、その健康影響が懸念されている。

　これまでの調査・研究結果を総合して、一連続ＶＤＴ作業時間の限界は１時間～１

時間半、１日の作業時間の限界は４時間あたりにあると考えられている。厚生労働省

が発表したＶＤＴ作業における労働衛生管理のためのガイドラインによると、一連続

作業時間は１時間以内とし、次の連続作業までの間に10分から15分の作業休止時間を

設け、かつ、一連続作業時間内において１～２回程度の小休止を設けるべきであると
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している。

　一方、ＶＤＴ機器を操作するときには姿勢がかなり変化する。適切な照明下におい

て充分な奥行きのある机でＶＤＴ機器を好みの距離および高さに配置できること、文

書などを載せるのに充分な広さの机を用いること、また、足を伸ばすゆとりのあるこ

とが望ましい。ＶＤＴ機器は、適切な画面サイズのものを使用し、明るさ、コントラ

スト等を調整して用いること。
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４．機械類の取扱い

4．1　一般的注意事項

① 　実験、実習中は、裾、袖口、襟元の絞った作業服を着用することが望ましい。

　 　機械器具類には油が付着していることが多い。着衣の汚れを気にするあまり、

機械器具に対する注意が散漫になり、事故を引き起こす危険性がある。また、裾

などひらひらした着衣は機械に巻き込まれる危険性が大きい。

② 　スリッパ、サンダル、下駄を履いて実験、実習を行ってはならない。底の滑り

にくい、爪先のしっかりした靴をかかとまできちんと着用すること。なるべく安

全靴を履くことが望ましい。

　 　足先がしっかりしていないと転倒等の危険性がある。また、物が足の上に落下

した場合、負傷を大きくする。

③ 　機械、器具類を取り扱うときは、正規の工具類を用いること。

　 　仮の工具等を使用した場合、相手との適合が悪く、しっかり噛み合わないため、

思わぬ事故につながることがある。

④　床面に工具類等を乱雑に放置してはならない。

　 　床面が乱雑であるとけつまずき、あるいは踏みつけて転倒する場合があり、危

険である。

⑤ 　使用が済んだ機器、工具類は、機器収納棚あるいは工具箱等、定められた場所

に整理整頓して収納しておくこと。

　 　後でそれらを使用する人にとって便利であるとともに、不測の事故発生の防止

につながる。

⑥ 　実験、実習中は作業帽を着用することが望ましい。特に、長髪の者は注意し、

実験、実習中は必ず作業帽を着用し、また、髪が垂れ下がらないようヘヤーバン

ド等で処置をすること。

　 　機械類の運転中に髪の毛が垂れ下がり、機械に巻き込まれて大きな傷害を被る

ことがある。

⑦ 　休日及び終日にわたる実験は一人で行ってはならない。同一実験室に必ず二人

以上いること。また、この場合は必ず指導教員にその旨を届け出ておくこと。

　 　防災上又は災害が起こったときに適切な処置を講じることができず、災害を大
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きくする可能性がある。

4．2　機械類の取扱い

① 　機械を始動させる場合、先ずその機械設備及び周辺の状態が不安全な状態でな

いか否かをチェックすること。

　 　機械の運転に支障になるような物が周辺、あるいは機械の上に置かれていると、

機械の駆動を妨げるばかりか、駆動力によってはね飛ばされたり、落下したりし

て周辺にいる者にまで危険を及ぼす。

② 　新しく製作した機械装置、分解組立を行った機械等は、締結ボルトの締め忘れ

がないかをチェックしてから起動すること。また、ボルトの締め付けば、正しく

寸法の適合した工具を用いて行うこと。

　 　ボルトが緩んでいたり、締め忘れがあると運転中に分解することがあり、非常

に不安全である。

③　機械の運転中は手袋をしてはならない。

　 　手袋が機械に巻き込まれたり、引きずり込まれることがあり危険である。

④　機械の運転中に停電した場合は、直ちにスイッチを切ること。

　 　停電が復旧して機械が突然に動き出すと非常に危険である。

⑤ 　機械の作動を停止した場合、完全に停止してからでないと機械に手を触れては

ならない。

　 　余力でまだ回転、運動している機械を手で制動するのは非常に危険で、重大な

事態を引き起こす可能性がある。

⑥ 　高速で回転している機械の回転面上に立たないこと。また、回転体に不用意に

衝撃を与えるようなことを絶対にしてはならない。

　 　高速で回転している回転体が万一破壊した場合、その回転面方向に破片が高速

度で飛散し人的大事故に至ることがあるので、回転面上で作業をしてはならない。

⑦ 　機械・装置等の正しい操作方法の知識の習得に努め、誤った取扱い、誤った操

作をしないように常に心がけること。また、不明な点があれば指導担当者の指示

に従い、勝手な操作を行ってはならない。

　 　機械・装置等の使用に当たって、誤った取扱いをしたり、また、その機械に対

する正しい知識を持っていないと、異常音、異常振動等、機械に異常が発生して
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も気がつかず、大事故の誘発につながる恐れがある。

4．3　機械工作および溶接

（１）共通事項

① 　機械工作、溶接を行う場合には、あらかじめ熟練者の指示を受け、機械、工

具の使用方法について熟知しておくこと。

② 　機械作業中には、特に必要のない限り手袋を着用してはならない。

③ 　衣服、長髪等、巻き込まれることのないよう十分注意を払うこと。

④ 　作業中の停電、或いは機械から一時離れる時は、必ず機械のスイッチを切る

こと。

⑤ 　被工作物は、それぞれの機械のチャック、保持工具等でしっかりと取り付け

ること。不完全な取り付けは非常に危険である。また、切削工具もそれぞれの

機械に対しての取り付け方法でしっかりと取り付けること。

⑥ 　工作物の着脱時は、必ずスイッチを切って機械が完全に停止してから行うこと。

⑦ 　作業中、機械に切削くずが詰まったり、故障して機械が停止した場合は、必

ずスイッチを切り、十分注意して点検すること。

⑧ 　切削くず等を取り除く場合には、必ずかぎ棒、ブラシ、小型ショベル等を用

いて行い、決して素手で行ってはならない。

⑨ 　切粉が飛散する作業を行うときは、保護眼鏡又は保護具を着用すること。

⑩ 　寸法測定等を行うときは、必ず機械を停止してから行うこと。

⑪ 　作業が終了したときは、機械及び機械周辺の床面の清掃を行う。また、工具

類、測定器類の整理整頓を行っておくこと。

（２）旋　盤

① 　工作物の大きさ、材質、バイトの性質を十分考慮して、切削条件（回転速度、

切込み、送り等）を適切に選定すること。わからないときは熟練者の指示を受

けること。

② 　チャックハンドルは、被工作物を取り付けた後、チャックから離して作業の

邪魔にならない位置に置くこと。
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（３）フライス盤

① 　工作中にカッターが被工作物に引っかかって機械が停止したときには、直ち

にスイッチを切り、熟練者の指示を受けること。

② 　被工作物は、保持具、治具等により確実に取り付けること。

③ 　機械のテーブル上に、工具類、材料、布等を乗せたまま機械を運転しないこと。

④ 　工作物の材質、大きさにより、カッターの回転数、送りを適切に選定するこ

と。わからないときは熟練者の指示を受けること。

（４）形削盤

① 　ラムの移動する範囲内に、衝突する物がないかを確認してから機械を駆動す

ること。

② 　切粉がラムの運動方向に飛散するので、ラムの運動方向に立たないこと。

③ 　被工作物の材質、バイトの性質を考慮して、切削条件を選定すること。わか

らないときは熟練者の指示を受けること。

（５）ボール盤

① 　被工作物は保持具等で確実に固定し、決して手で保持して作業を行ってはな

らない。特に、薄物の穴あけには木片を敷き、これと共に穴をあけること。

② 　穴あけの終わり近くや、穴あけの後ドリルを戻すとき、工作物が振り回され

やすいので注意すること。薄板、銅、アルミ、真鍮等は振り回されやすいので、

特に注意すること。

③ 　被工作物の材質、ドリル径に見合った適切な回転速度を選定すること。卓上

ボール盤で回転速度を変えるためベルトの掛け替えを行うときは、回転が完全

に止まってから行うこと。ベルトを握って回転を止めてはならない。

（６）研削盤

① 　被工作物を電磁チャックに取り付ける場合は、完全に吸着しているか確認す

ること。

② 　過大な切込みは、砥石の破壊を招き危険である。20/1000㎜以上の切込みを

してはならない。

③　砥石の回転方向には立たないこと。
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（７）グラインダー

① 　受け台と砥石の間隔は２～３㎜に保つこと。受け台の調整はスイッチを切り、

砥石の回転が完全に止まってから行うこと。

② 　切削粉が眼に飛び込み負傷することが多い。防護ガラス、防塵眼鏡を必ず使

用すること。

③ 　小物、薄物を研削するときは、材料がはねられる恐れがある。プライヤー等

でしっかりと材料を保持し、十分注意して作業をすること。

④ 　砥石に衝撃を与えてはならない。また、平型砥石の側面は使用してはならない。

⑤ 　回転している砥石の前面に身体が来ないような位置で作業するのが望ましい。

⑥ 　砥石の目直し、形直しは、熟練者の指示を受けて行うこと。

⑦ 　砥石の交換は、係員以外の者が行ってはならない。

（８）鋸　盤

① 　切断する材料は確実に締め付け、締め付け具合を確認してから切断作業を行

うこと。

② 　材料の硬さ、種類によって、適切な切断圧を選ばなければならない。熟練者

の指示を受けること。

③ 　鋸刃の交換は、係員に申し出ること。勝手に行ってはならない。

（９）アーク溶接

① 　感電、火傷予防のため、所定の革手袋を使用すること。

② 　厚手の長袖の作業服を着用して作業をすること。

③ 　紫外線防止色ガラス付き遮光面を必ず使用し、決して裸眼のまま作業をして

はならない。

④ 　他人がアーク溶接作業をしているとき、近くにいる者はアーク光が目に入ら

ないように注意すること。

⑤ 　靴の上に足カバーを着用すること。サンダル履き等で作業をしてはならない。

⑥ 　「3．電気の取扱い」も参照すること。

（10）ガス溶接・切断

① 　ガスボンベの元栓の開閉に、金属ハンマー等で打撃してはならない。
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② 　アセチレンガスボンベは、立てたままで使用すること。

③ 　酸素ボンベの元栓には、油脂類を絶対に付着させてはならない。

④ 　点火時には火傷に特に注意すること。また、他人の方に向かって点火をして

はならない。

⑤ 　トーチを振り回さないこと。

⑥ 　「5．化学物質の取扱い」も参照すること。

（11）その他

　実習工場には、その他の工作機械・器具が設備されているが、工作作業を行うと

きは、個々の機械・器具について各人が性能、取扱いをよく習熟してから使用する

こと。わからない点は、必ず熟練者の指示を受けること。そして、工場係員の指示

に従い、勝手な行動をしてはならない。

4．4　高圧ガス容器（ボンベ）の取扱い

① 　容器は地震等で転倒しないよう、容器架台に設置するか、立てた状態で強固な

安定した実験台、柱あるいは壁等にチェーン等で固定して使用すること。

② 　容器は、衝撃、直射日光、高温度（35℃以上）、低温度（－15℃以下）、火気、

電気等の影響を受けないように注意すること。また、部屋の換気にも十分注意す

ること。

③ 　容器を保管する場合はバルブから漏れがないかを確かめ、必ず保護キャップを

付け、指定された場所に、可燃ガス、不燃ガス、支援ガスに分類して上記①、②

に準じて保管すること。

④ 　実験・研究のため様々なガスを使用することがあるが、これから取り扱うガス

がどのような性状のガスであるかを十分熟知してから取り扱うこと。（充填状態

で液状かガス状か、毒性が有るか無いか、可燃性が有るか無いか等）

⑤ 　圧力調整器は、必ずガスの種類に適合した専用のものを用いること。他のもの

を決して流用してはならない。

⑥ 　圧力調整器は、形式によって取り扱いが異なるから、その取り扱い方法を十分

理解しておくこと。

⑦ 　容器に取り付けられているバルブを取り外したり、分解をしてはならない。特
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に、バルブに付いている安全弁には手を触れないこと。安全弁は容器内圧力が異

常上昇した際に中のガスを放出して容器の爆発を防ぐ役割がある。誤って触ると

中から高圧のガスが噴き出してしまうからである。

⑧ 　バルブからガス漏れがあることを感知した場合には、直ちに容器を屋外の安全

な場所に持ち出し、室内での爆発、中毒を未然に防止する処置をすること。

⑨ 　バルブと圧力調整器の接合部はよく清掃し、両者のねじが合っているかを調べ、

むやみにパッキンを用いてはならない。もしパッキンを用いるときは、ガスの種

類に適合したパッキンを用い、古いパッキンは用いないこと。

⑩ 　バルブを開く前に圧力調整器のハンドルを十分に緩めておかないと、圧力調整

器の故障の原因となるばかりか、危険な場合がある。

⑪ 　バルブの開閉時は、ガス出口を自分の方向に向けたり、圧力ゲージの正面に顔

を向けたりしてはならない。バルブ操作は慎重に行うこと。急な操作はガスの突

然の噴き出しや圧力の急変により事故を引き起こすことがある。また、バルブを

たたいたり、他の工具等を用いて無理に開けてはならない。

⑫ 　圧力調整器を取り外すときは、まずバルブを完全に閉じ、圧力調整器内のガス

を完全に放出してから行うこと。

⑬ 　ガスの使用を一時的に中止し部屋を離れるときは、圧力調整器の操作のみでな

く、必ずボンベのバルブを完全に閉じ、かつ、実験装置と圧力調整器との接続を

外しておくこと。

⑭ 　ガスの出が悪くなり、温める必要が生じたときは40℃以下の温湯か、温湿布等

によって温め、決して直火等を用いてはならない。

⑮ 　容器を運搬するときは、保護キャップを取付け、専用の手押し車を用いるのが

好ましい。やむを得ず手で運搬するときは、バルブ、保護キャップに無理な力が

掛からないように注意して行うこと。

4．5　重量物の取扱い

① 　重量物を積み重ねる場合、大きい物、重い物を下にして、小さい物、軽い物を

上にすること。下積みになる物には特に安定に気を遣い、崩れないように注意し、

高さは1.5m以内とすること。

② 　断面が丸い物、長い物を積み上げると崩れやすいので、縛っておくか、両端に
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歯止めをしっかり掛けておくこと。

③ 　積み重ねてある物を取り出すときは、積み重ねてあるままで下の物を引き出さ

ないこと。

④ 　重量物は、安全な通路が確保できるような位置に置くこと。

⑤ 　重量物をチェーンブロック等で吊り上げる場合は、吊荷の重量に適合したワイ

ヤーロープ類を用い、ワイヤーロープ類のよじれがないように掛け、ワイヤーロー

プ類が張る前に吊具への掛かり具合を確認すること。

⑥ 　チェーンブロック等で吊り上げる場合、最初に少し吊り上げ一旦停止し、吊荷

が傾いていないか、ワイヤーロープ類の掛かりが安全かを再確認すること。

⑦ 　吊荷にワイヤーロープ類を掛けるときは、吊荷の鋭い角や、ワイヤーロープ類

が損傷し易いところには当て物をし、ワイヤーロープ類の切断防止の保護をする

こと。

⑧ 　吊荷の上に乗ったまま吊り上げてはならない。

⑨ 　ワイヤーロープ類の一本掛けで重量物を吊り上げることは極力しないこと。や

むを得ず吊り上げる場合は、控え綱を付けて吊荷が回転しないように注意して吊

り上げること。

⑩ 　長尺物を吊り上げるときは、控え綱を付け回転しないように注意して吊り上げ

ること。吊り上げ作業をしている者以外の人、周囲の物にも注意を払うこと。

⑪ 　手で荷物を抱え上げて運ぶときは、さほど重量がなくても大きな物は、必ず二

人以上で行うこと。

⑫ 　二人以上で重量物を持ち上げるときは、各人が腰をしっかり落とし、手を十分

に掛け、かけ声をかけ合って持ち上げること。

⑬ 　人手で重量物を運ぶときは、足元や運んでいく通路、周辺の乱雑なところは、

前もって整頓しておくこと。

⑭ 　20～30kg以上の重量物は、単独で持ち運びまたは積み卸しをしてはならない。

⑮ 　運搬台車に荷物を積んで運搬するときは、後ろ向きになって台車を引いてはな

らない。台車の後ろから積荷が崩れ落ちないか、注意しながら押して運搬すること。

⑯ 　運搬台車に荷物を積んで傾斜のある場所を運搬するときは、必ず二人以上で行　

い、台車の暴走に特に気を付けること。

⑰ 　運搬台車を止めて積荷を下ろすときは、安全な場所を選んで駐車し、必ずストッ

パをかけること。
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5．化学物質の取扱い

5．1　一般的注意事項

①　実験室、特に実験台を常に整頓し、清潔にする。

② 　実験を行う前に予め与えられた器具の性能や薬品の性質をよく理解し、注意し

て使用する。

③ 　不審な点やわからないことがあったら、独断で行動したり早合点をすることな

く、教員に尋ね理解を深める。

④　慣れてくると気が緩みがちになるので、実験開始当時の気持ちを持ち続ける。

⑤　事故や災害時に救助を求められるよう、単独で実験しない。

⑥ 　無理な実験をしない。実験には思考力、注意力、体力とも十分な状態で臨まな

ければならない。

⑦ 　履物は滑らないものを選ぶ。つまずかない様、靴紐はしっかり結ぶ。かかとの

踏み履きはしない。

⑧ 　服装は、着火したり薬品が付着したりしたときに、直ちに脱衣できるようにし

ておく。

⑨ 　実験室で扱う薬品いずれも有害であると認識して実験に臨むべきである。従っ

て、実験中は保護眼鏡、安全ピペッタ一等を使用するよう心掛ける。実験後は手

をよく洗う。

⑩　消火器の場所は、日頃から確認しておく。

⑪ 　薬品の誤飲を防ぐため、飲食に用いる容器を実験に用いてはならない。また、

実験に用いる器具類を飲食に用いてはならない。

⑫　大学内は全面禁煙であるから、実験室においても喫煙をしない。

⑬ 　実験終了後の後始末は十分に行う。使用済みの化学物質の廃棄については、定

められた方法に従って処理し、不用意に流しやゴミ箱に捨ててはならない。その

他の廃棄物は、紙、ガラス、金属等に分類して捨てる。

⑭ 　帰宅の際には残っている人にその旨を告げて退出する。

　 　最後に退出する際には、部屋全体について電気、水道、ガスを点検し、戸締ま

りをして退出する。
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5．2　薬品の取扱い

　化学実験室で扱われる化学薬品は一般に危険な物が多い。これらの取り扱いを誤る

と、大きな事故を起こしたり、取り返しのつかない傷害につながることがあるので、

指導者の指示に従う。また、化学薬品の保管、取り扱いは、危険物倉庫及び研究室内

などの一定の限られた場所で行い、その他の場所で薬品を保管したり、取り扱ったり

してはならない。

（１）自然発火性薬品及び禁水性薬品

　 　空気にさらされると自然発火したり、水と接触すると発火して可燃ガスを発生し

たりするもの

アルカリ金属（Li、 Na、 K）、アルカリ土類金属（Ca、 Ba）、アルキルアルミニウム、

アルキルリチウム、リンなど

①　自然発火性物質は空気に触れない様密封し、可燃物から離して保管する。

② 　禁水性物質は水分に触れない様に密封し、床面より高い乾燥した冷暗所に保

管する。

③　溶剤で希釈したものは溶剤の蒸発に注意する。

（２）引火性薬品、可燃性薬品

　 　低温で引火しやすく、引火すると激しく燃焼する物質で、発火、爆発、有毒ガス

の発生の恐れがある。

硫化リン、金属粉、赤リン、硫黄、エーテル類、二硫化炭素、ホルムアルデヒド、

ガソリン、ベンゼン、トルエン、エステル類、ピリジン、アルコール類など

①　火気、熱源より遠ざけ冷暗所に保管し、酸化性物質と接触させない。

②　硫化リンと金属粉は特に水分との接触を避ける。

③ 　引火性の高いものは、なるべく小分けにして、風通しのよい、火気からはな

れた所に保管する。特に容器から蒸気の漏れがないよう注意する。

（３）自己反応性薬品

　 　加熱、衝撃、摩擦、光などによって自己反応を起こし、発熱して爆発的に反応が

進む物質。
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有機過酸化物（過酸化ベンゾイルなど）、硝酸エステル（ニトログリセリン、ニ

トロセルロースなど）、ニトロ化合物（ピクリン酸、トリニトロトルエンなど）、

ニトロソ化合物、アゾ化合物（アゾビスイソブチロニトリル）、ジアゾ化合物、

ヒドラジン誘導体、ヒドロキシルアミンとその塩類、金属アジ化合物など

①　火気より遠ざけ、通風の良い冷暗所に保管し、衝撃、摩擦を避ける。

②　金属製スパチュラ、すり合わせ付きのガラス容器などを用いてはならない。

③ 　爆発しない薬品でも、過酸化物が出来やすい試薬（ジオキサン、ジエチルエー

テル、テトラヒドロフラン）を長期間保存した後蒸留する際には、爆発する恐

れがあるので乾固してはならない。

④ 　複数の薬品の混合によって、爆発性の物質を形成することがある。酸化反応、

ニトロ化反応などはこの例に属し、これらの反応を行うときは、指導者の注意

に従って行うこと。

（例） 塩素＋二硫化炭素、過酸化物＋アセトン、液体酸素＋可燃物、過酸化水

素＋可燃物、過酸化物＋金属塩、硝酸ナトリウム＋チオ硫酸ナトリウム、

酸化銀＋アンモニウム、ハロゲン＋アンモニウム、（リチウム、ナトリ

ウム）＋（クロロホルム、四塩化炭素）、有機リチウム＋クロロホルム

（４）酸化性薬品

　 　単独では不燃性の液体であるが、可燃物、還元性物質、金属粉などと激しく反応

する物質

　　 過塩素酸、過酸化水素、硝酸、発煙硝酸、酸フッ化臭素、五フッ化臭素、塩素酸

カリウム、過マンガン酸カリウムなど

① 　耐酸性容器に入れ、火気や直射日光を避けて保管し、可燃物や有機物、水と

の接触が起こらぬようにする。

② 　酸化性物質は、一般に還元性物質との混合によって爆発、発火などの危険を

生じる（爆発性混合物）。

③ 　固体の酸化性物質一たとえば塩素酸カリウム、過マンガン酸カリウム、重ク

ロム酸アンモニウムなどは硫酸などの濃厚な強酸と混合すれば、遊離の強酸化

性の酸を生じる。これらの遊離酸はきわめて不安定であるから、これらの混合

は危険である。

④ 　過酸化ナトリウムなどアルカリ金属の過酸化物は、水にあうとたやすく過酸
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化水素を放つ。このとき水和熱が大であるから、さらに過酸化水素が分解され

て、酸素が遊離する。それで湿った紙、木粉などにこれらの過酸化物が触れる

と発火する。

⑤　強い衝撃、摩擦、加熱を避ける。

（５）強酸性薬品および腐食性薬品

強酸性薬品： クロロ硫酸、硫酸、塩酸、硝酸、ギ酸等 

金属、木材、人体を侵し、水に触れると発熱する。

腐食性薬品： 水酸化ナトリウム、アンモニウム、ハロゲン、アミン等 

人体の皮膚、粘膜を強く刺激し、腐食するもの

①　保存容器の損傷防止に注意すること。

②　強酸と酸化性薬品との混合爆発の危険があるので、隔離して保管すること。

③　必ず保護眼鏡を着用し、防護面、保護手袋を適宜利用すること。

④ 　強酸を水で希釈するときは、必ず水の中に撹拌しながら酸を少量ずつ加える

こと。

⑤ 　こぼした硫酸を雑巾、紙等で拭いた場合には、水に十分浸した後、その紙等

は捨てるようにすること。

（６）有毒性薬品

ハロゲン、シアン化物、水銀、アニリン等

吸収性毒性を主体としたもの

有害性薬

酢酸鉛、ピクリン酸、キシレン、アルデヒド類等

毒性が弱いもの

① 　ガスまたは蒸気を吸収してはならない。（有毒なガスや蒸気の発生する実験

は、ドラフト内で行う。特に亜硝酸ナトリウム等の亜硝酸塩類は、そのもの自

体では毒性はないが、酸性物質との混合により亜硝酸ガスを発生するので注意

する。）

② 　皮膚からも吸収されることがあるので、試薬に直接触れないこと。特に傷口

への接触は避ける。取り扱い後は手をよく洗うこと。

③　ピペットで容量を計る時は安全ピペッターを使用して口で吸わない。
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④ 　有害性薬品は、一時に多量を体内に摂取しない限り急性中毒を起こさないが、

長期間にわたると慢性中毒を起こす恐れがあるので注意を要する。

⑤　毒物および劇物は他の薬品と区別して、鍵の付いた保管庫に保管する。

5．3　低温物質の取扱い

（１）ドライアイス寒剤

　 　ドライアイスに種々の物質を混合すると、－60～－80℃の低温が得られるが、混

合する物質のほとんどはアセトン、アルコール等の有機溶媒のため、引火に注意す

る必要がある。また、不用意にドライアイス寒剤で冷却した容器に素手で触れると、

皮膚が容器に付着して取れなくなり、凍傷を起こすことがあるので注意する。

（２）液体窒素及び液体ヘリウム

　 　液体窒素の沸点は－196℃、液体ヘリウムの沸点は－268.9℃であるから、取り扱

いに際しては以下の点に注意する。

① 　屋内で使用するときは、換気に注意する。毒性はないが、気化して濃度が高

くなると酸欠による窒息の恐れがある。

② 　取り扱う際には、専用の革手袋を用いる。低温になった金属部分などに直接

触れてはいけない。

③ 　取り扱う機器や配管に初めて液化ガスを入れるときは、徐々に注入しながら

予冷する。ガラス製魔法瓶等の容器は内部が真空になっているため割れやすい

ので注意する。

④　液化ガスを密閉容器に入れてはならない。膨張して爆発する恐れがある。

5．4　実験操作

　化学実験には様々な方法、種類があり、その注意と対策も実験の方法、種類により

異なってくる。ここでは、代表的な実験操作における安全指針を挙げる。

（１）加　熱

①　加熱する前に、装置が密閉系になっていないか確かめる。
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②　急激な加熱を避け、必要最小限にとどめる。

③ 　化学物質には引火性、可燃性の物質が多いので、加熱は特別の場合を除き、

ガスバーナー等の直火は避け、マントルヒーター、投げ込みヒーター等の電気

加熱器具を用いる。（5．2「薬品の取扱い」（２）②参照）

（２）蒸　留

①　蒸留の際には沸騰石を入れる。

② 　エーテル類（ジエチルエーテル、テトラヒドロフラン、ジオキサンなど）は、

貯蔵中に空気酸化を受けて過酸化物を生成していることが多い。これらの蒸留

に際しては、

ａ） 　あらかじめヨウ化カリウム・デンプン法で、過酸化物が存在しないこと

を確認したうえで蒸留する。

ｂ）　残留物を多めに残し、決して乾固しない。

ｃ） 　蒸留終了時には、残留物を毎回取り出す。残留物を取り出さず同一の容

器で蒸留を繰り返すのは、過酸化物を濃縮することとなり危険である。

ｄ）　過酸化物は、硫酸鉄（II）水溶液などで除くことができる。

（３）減　圧

① 　減圧実験では、実験中に装置が破損すると、爆発と同様の現象が起こるので

注意する。

② 　ガラス器具を減圧実験に用いる際は、ガラス器具に傷や歪みがないかよく確

認する。

③　減圧中は、装置に余計なカや衝撃を加えない。

④　減圧を常圧に戻すときは、温度を下げて徐々に行う。

⑤ 　三角フラスコ等底の平たい薄手の容器は、減圧下で破損しやすいため使用し

ない。

（４）加　圧

①　加圧実験では、通常のガラス器具を使用してはならない。

② 　使用する条件により、封管、耐圧性のガラス器具、金属製耐圧管、オートク

レーブ等を使用する。



- 43 -

（５）通　水

①　通水に用いるゴム管、ビニール管を点検し、古いものは使用しない。

② 　夜間は水圧が上がるので、通水管がはずれないよう針金でしっかり固定し、

適宜流量を調整する。

③ 　漏水は下の階に甚大な被害を及ぼすことがある。排水口が細いゴム管等のと

きは、水圧が高まると踊りだし、流しの外へ飛び出すことがあるので、先端に

ガラス管などをつなぎ、直接流しの排水口へ導くなどの注意を払う。

5．5　ドラフトの使用

① 　基本的には、化学実験操作は全てドラフト内で行うことが望ましいが、特に

以下の場合については、ドラフト内で行う必要がある。

　・酸性の蒸気が発生する場合（特に塩酸）

　・ 有毒ガス（微粉末）が発生する試薬の開封、反応等（シアン化水素、亜硫酸

ガス、硫化水素、亜硝酸ガス、ホスフィン等）

　・その他、刺激臭の著しい薬品の取り扱い時等

②　ドラフト内での換気能力が低下していないか、使用時に確認する。

③ 　ドラフト内での火災では、上方への火災の拡大と消火の効果からいって、換

気を止めるのがよい。ただし、煙や有毒ガスの発生を伴う場合には、換気を続

けた方がよく、その判断は状況をよく確認して決める。

④ 　ドラフトを使用している部屋では、換気扇等の排気装置を併用しない。これ

は、ドラフト内から室内に汚染した空気が逆流するのを防ぐためである。

5．6　薬品の廃棄

① 　酸およびアルカリは、中和してから捨てる。中和が困難な場合、酸は重金属

系廃液に、アルカリはシアン系廃液に貯留する。

② 　有機系廃液および無機系廃液は、「鳥取大学化学物質管理の手引き」（「〈附１〉

実験系廃液について」参照）により処理する。

③ 　シアン化合物、有機リン化合物、悪臭物などを含む廃棄物については、適切

な方法を調べて処理する。
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④　不用になった試薬の容器は、産業廃棄物として捨てる。

5．7　薬品による事故の対策

①　互いに反応し合う薬品は、接近して貯蔵しない。

②　薬品は、直射日光を避け、通気性のよい場所に保管する。

③　実験室に薬品を保存する量は、必要最小限にする。

④　薬品は、適切な容器で貯蔵し、内容物を明記する。

⑤　地震によって、薬品が落下したり、転倒しないようにする。

⑥　薬品を取り扱う場合、保護眼鏡をかける。

⑦　使用する薬品の性質は、よく調べておく。

5．8　ガラス器具の取扱い

① 　ガラス器具を使用する前には点検し、キズのあるものは使用しない。加圧や

減圧をする器具については、特にこの点を注意する。

② 　ガラス管をゴム栓、ゴム管、ビニール管などに連結するとき、ガラス管が折

れてけがをすることが多い。このような場合、ガラス管の端（連結させる方）

を持ち、栓の穴やガラス管に水やアルコールなどを塗って、栓の方を回すよう

にしながら押し込む。また、手を保護するために、手袋やタオルを用いる。

③ 　ビーカー、フラスコ、試験管などに固形物を入れる場合は、落下による衝撃

を与えないように、容器を傾けて固形物を滑らすように入れる。

④　ガラス器具を急加熱、急冷却しない。

⑤ 　加熱されたガラスは見分けがつきにくいので、それに触れないように注意する。

⑥　ガラス管やガラス棒を切断した後は、端をバーナーで加熱して丸めておく。

⑦　ガラス細工は、安全な場所で行い、ガラス片が残らないように後始末をする。

⑧ 　アンプルに入っている試薬を開けるときは、内圧がかからないようにアンプ

ルを冷却して開封する。

⑨　わずかなキズで爆発的に破損することがあるので、瓶の中へ素手を入れない。
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6．生物材料の取扱い

6．1　微生物、病原性生物材料、遺伝子組換え生物の取扱い

　微生物やウイルスなど人体や家畜に危険性や障害をもたらしうるものや遺伝子組換

え生物等の取り扱いについては国際的な枠組みが定められており（カルタヘナ法）、

大学においても指針が決められている。遺伝子組換え実験を行う者は、遺伝子組換え

実験者として登録し講習を受け（３年度毎）、実験計画書を提出（随時）しなければ

ならない。病原微生物に感染しないように注意を払うとともに、生物の多様性への悪

影響や環境に有害な微生物、外来生物等をばらまいてはいけない。そのルールに違反

した場合は、特定の研究室ではなく大学全体に重大な処罰が下される可能性があるの

で、実験者はその責任を十分に理解した上で実験を行わなければならない。一般的な

注意を以下に示す。

① 　多くの微生物は何らかの病原性を有していることを常に認識して実験を進め

ること。特に遺伝子組替え菌は、“組替えＤＮＡ実験指針” に従った封じ込め

操作を行わなければならない。宿主、ＤＮＡ供与体、ベクターから実験の安全

度の評価を行い、封じ込めレベルを決定する。封じ込めレベルには、生物学的

方法に関するもの（Ｂレベル）と物理学的方法に関するもの（Ｐレベル）がある。

② 　自己流の微生物取扱法は危険である。初心者は、必ず経験豊かな指導者の指

導を一度は受けること。販売されている実験書等は広く認められている手法で

ある。熟読して参考にすることが望ましい（参考：「バイオ実験を安全に行う

ために」化学同人編集部【編】、日本生物工学会【編集協力】）。

③ 　微生物や生物材料による汚染が考えられる場所と清潔な場所を区別するこ

と。実験室内での喫煙や飲食は当然してはならないし、実験室内では必ず白衣

等を着用し、清潔な場所（食堂や休憩室）への白衣を着用したままでの出入り

はしないこと。

④ 　遺伝子組換え生物等は実験終了後に必ず死滅処理をしなければならない。滅

菌方法の一つとして使用するオートクレーブは、高温、高圧、水蒸気の発生等

の危険因子を持つ機器であり、使用時に以下の点に注意が必要である。

１ ．空焚き防止：あらかじめ容器内に充分量の水道水が入っていることを確認
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すること。

２ ．蓋の開閉確認：蓋のガスケットに損傷がないことを確認したうえで、しっ

かり蓋を閉めること。

３ ．充分な冷却時間の確保：使用後、庫内温度が60℃以下、圧力が大気圧と同

一であることを確認できた後に蓋を開けること。

４ ．取り出し時のやけどに注意すること。

５ ．日常的な点検：水の交換、圧力バルブの確認を定期的に行うこと。

⑤ 　初心者はしばしば菌体を誤って床に落としたりすることがある。このような

突発事故発生時には、自己流に処置しないで、必ず指導者の適切な指示を受け

ること。誤飲すると人体に有害なことが多いので、ピペットなどを口で吸引し

てはならない。

　 　また、微生物を実験に使用する前後には、手をよく洗うこと。傷のある手で

微生物を扱ってはならない。必要に応じてゴム手袋等を使用するがクリーンベ

ンチ等で作業する際に火の取り扱いに注意すること。

⑥ 　事故や失敗につながるから、不十分な設備・器具で無理な培養実験を行わな

いこと。振とう培養機を利用する際には振とうフラスコの固定を確認し、実験

者や周囲の人に接触しないことを確認したうえで使用すること。

⑦ 　実験の後始末は必ずきちんと行うこと。微生物汚染の考えられるものはすべ

て滅菌・消毒すること。特に、共通利用設備を用いる場合は気を付けること。

使用済みの液体培地は滅菌後、大量の水で希釈して実験室の排水槽に廃棄する

こと。寒天等を含む固体培地は配管をつまらせる可能性があるため、排水槽は

使用せず、滅菌後再固化（冷却）し、産業廃棄物として処分すること。

6．2　蛋白質・核酸の取扱い

　蛋白質・核酸は生化学実験における貴重な試料であるが、毒性をもった蛋白質など

もあるので、実験に関しては吸引などを避け、十分注意しておくこと。実験では多く

の緩衝液を調製する。調製した緩衝液を保管するガラス瓶には必ず、溶液組成（濃度

も含む）、pH、調製した日付、名前を記載すること。蛋白質や緩衝液の調製に用いる

電子天秤およびその周囲は、使用後に必ず掃除をすること。電子天秤の周囲に溢れた

試薬が残存すると、第三者が知らずに触れてしまい、二次的な被害が出る可能性がある。
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（１）蛋白質の精製時における注意

　 　硫酸アンモニウム沈殿を分離するため高速遠心機を使用するときは、試料管の重

量バランスを必ずとること。アクリルアミド溶液はポリアクリルアミド電気泳動を

行うときに使用する試薬である。このアクリルアミド溶液を調製するときに用いる

アクリルアミド粉末は神経毒であるので、吸引したり肌に触れたりしないように注

意を払うこと。

（２）ＤＮＡの取扱い時の注意

　 　ＤＮＡの染色に用いるエチジュウムブロミドは発ガン性物質であるので、ゴム手

袋をして使用すること。また、ＡＴＰ以外のヌクレオチド類も毒物であるので、誤

飲しないように注意をする。核酸を用いた実験で使用するＵＶランプは、目および

皮膚に有害であるため、使用時はできる限り点灯時間を短くする工夫をし、長時間

使用する際は、手袋、防眩めがね等、適切な防護器具を利用すること。

　 　蛋白質・核酸の取扱実験では、高電圧、高電流を用いることが多いので、感電に

は十分注意をする必要がある。（3．2「感電による災害と防止」参照）

6．3　低温室内での注意事項

　低温室（４℃）は低温での実験（酵素等の精製）を行ったり、冷蔵保存物を置くと

ころであるが、限られたスペースしかないので常に整備しておくことが必要である。

実験者は、外気温との差が激しい夏場には体力の消耗につながるので、長時間にわたっ

て何度も出入りは避けるよう気をつけること。このとき、ジャンパーなどの防寒具を

身に付けるとよい。

　低温室の入口は、長時間開けたままにしないこと。低温室の内部からドアを開ける

ことができるようになっているが、その装置が故障したときにロック機構をはずせる

ようになっているので、確認しておくこと。また、極低温室（－20℃）への立ち入り

では、ドアは必ず開けたままにして、必要最低限、短時間に用事を済ませること。
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７．放射性同位元素およびＸ線発生装置等の取扱い

7．1　一般的注意事項

　放射性同位元素やＸ線発生装置等を利用する際に、それらの取り扱い方法を誤ると、

本人が被ばくするのみならず、第三者をも被ばくさせる可能性がある。被ばく事故や

被ばくによる放射線障害には、以下に示すような他の災害には見られない特徴がある。

① 　放射線が五感に感じないため、被ばくしていることを認識できない。事故その

ものに気付かない場合もある。

② 　被ばく時には全く症状が現れないのに、晩年になって症状が現れたり、次の世

代に症状が現れることがある。

　実験に際しては、これらのことをしっかりと認識し、被ばくの低減を他の全てに優

先させなくてはならない。

　このような背景から鳥取大学では、放射性同位元素の使用に関しては「鳥取大学鳥

取地区放射線施設放射線障害予防規程」、「鳥取大学米子地区放射線施設放射線障害予

防規程」で、また、工学部内におけるＸ線発生装置等については「鳥取大学工学部放

射線障害予防規則」で厳しくその使用方法等を管理している。従って、放射線を利用

しようとする者は、これらの規則に基づく放射線業務従事者としての登録、教育訓練

および健康診断が必要となる。また、作業中は個人被ばく線量計を着用して、個人の

線量を常に測定しておくことも必要である。

　なお、放射線に関しては、この線量までは浴びても全く影響の出ないという線量は

なく、たとえ法律の定める許容線量を大きく下回っていたとしても不必要な被ばくは

絶対にするべきでない。従って、放射性同位元素およびＸ線発生装置等の使用は、研

究・教育のために必要かつやむを得ない場合に限ると考えておく方がよい。

7．2　放射性同位元素の使用

　放射性同位元素（ＲＩ）の使用目的は実験目的を最大に達成することであるが、外

部、内部被ばくをできるだけ低く抑え、ＲＩによる実験施設・器具の汚染を防止する
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ことに細密な注意を払わなければならない。これらの目的を達成し安全にＲＩを使用

するため、ＲＩを使用するときは、放射線取扱主任者の指示に従い各注意事項や規則

等を遵守すること。

（１）ＲＩ取扱い前の注意

　放射性物質の取扱い上の基礎知識、操作法について習熟しておくこと。使用する

ＲＩの性質と使用量、距離、使用時間からの被ばく線量をあらかじめ推定しておき、

必要最少量を用いること。また、ＲＩを加えない実験（coldrun）を行って操作に

慣れておくこと。

（２）ＲＩ管理区域への立ち入りの際の注意

　放射線業務従事者は専用の作業服、作業靴を身に付けるとともに、個人被ばく線

量計で個人被ばく線量をモニターすること。書類などは管理区域内に原則として持

ち込まない。持ち込んだものを持ち出すときは、必ずＲＩ汚染の有無を確かめること。

ＲＩ作業室での飲食、喫煙、化粧等内部被ばくにつながりうる行為は厳禁である。

また、作業室では、私物のハンカチ等も使ってはならない。管理区域を退出すると

きは、手足、作業服などが汚染していないことを確かめること。

（３）作業中の注意

① 　作業は原則として一人で行わない。特に初心者は必ず経験者とともに実験を

行うこと。

② 　ＲＩを取り扱う作業台には、ポリエチレンろ紙（ポリエチレンシートを接着

したろ紙）を張り、汚染が広がらないようにする。飛散の可能性のある実験では、

実験者が歩く床にもポリエチレンろ紙を張り、実験者は保護眼鏡を着用すること。

③ 　ＲＩを取り扱うときは、必ずゴム手袋を着け、ゴム手袋にＲＩが付いたら直

ちにゴム手袋を交換すると共に、手の汚染検査を行うこと。また、汚染が拡大

するため、ゴム手袋を着けたまま電源スイッチやガス栓、水道栓、戸棚、引出

し、ドアの取っ手等をつかまないこと。補助者に代行してもらうか、ペーパー

タオル等を間にはさんで操作する。

④ 　液体状のＲＩは、バットの中にポリエチレンろ紙を敷いて、その中で取り扱

うこと。
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⑤ 　口で直接ピペットは吸わないこと。必ず安全ピペッターを使用する。

（４）作業後の安全取扱い

　使用後のＲＩの管理は徹底すること。廃棄物は、不燃物、可燃物、難燃物、無機

液体、有機液体（シンチレーター廃液）、動物に分けて処分すること。作業台、床、

機械、器具等の汚染を検査し、汚染されている場合には除染すること。除染は、低

レベルから高レベルの順に行う。ＲＩの保管、使用、廃棄の記録を行うこと。

7．3　Ｘ線発生装置等の取扱い

　Ｘ線発生装置等に関しては、電源を切れば放射線の発生を瞬時に停止させることが

できるうえ、通常固定された状態で使用するために、放射性同位元素のような汚染の心

配もない。このため、これらの装置の使用基準は非密封の放射性同位元素の場合ほど

厳しくはないが、これは、Ｘ線発生装置等から発生する放射線が安全であるという意味

ではない。誤った使用によって、重大な放射線障害を引き起こす可能性は十分にある。

　使用に際しては、以下の点を厳守すること。（ただし、Ｘ線照射ボックス付きＸ線装置を

使用する場合は、①の健康診断の受診及び⑥個人被ばく線量計の着用については省略可能）

① 　Ｘ線発生装置等を利用しようとする者は、業務従事者として登録し、それに付

随する教育訓練と健康診断を必ず受けること。未登録者や一度登録が済んだ者で

も、指示された教育訓練や健康診断を受けない者に対しては、装置の取り扱いを

許可しない。

② 　装置を初めて使用する際には、使用経験の豊富な教員から直接指導を受けること。

　 　この際に、教えてもらった以外の方法で装置を使用してはならない。

③ 　実験前に線量当量率の空間分布図をもとに、関係教員と共に安全な実験を周到

に計画すること。必要に応じて、防護服や遮へい材の補充などを検討すること。

④ 　装置作動中は、外部にその旨を表示すること。

⑤ 　装置使用の記録を残すこと。

⑥ 　実験中は、個人被ばく線量計を着用するごと。

⑦ 　管理区域内には、関係者以外を立ち入らせないこと。

⑧ 　装置の配置や遮へいを変更したりあるいは装置に何等かの改造を加えたりしな

いこと。
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⑨ 　装置の異常あるいは被ばくした可能性が認められた場合には、装置を停止させ

るとともに、至急教員に報告すること。

　なお、一般に市販されているＸ線発生装置等に関しては、マニュアル通りに取り扱

う限り事故の心配は少ないが、実際にはＸ線発生装置として登録されていない装置（ガ

イスラー管を含む放電装置等）から放出されているＸ線が予想外に強い場合があるの

で、これらについても常に注意を払うこと。

7．4　学外放射線施設の利用

　SPring-8等、学外の放射線施設を利用する際は、所属機関での放射線業務従事者登

録を求められる。鳥取大学で放射線業務従事者登録を行えるのは、鳥取地区放射線施

設および米子地区放射線施設のみであり、いずれかの施設で放射線業務従事者登録を

受ける必要がある。

（１）加速器

　加速器とは、電子などの荷電粒子を加速して、大きな運動エネルギーを持ったビー

ムを作り出す装置である。様々な種類の加速器が存在するが、SPring-8のような高

エネルギー（数GeV以上）の大型加速器は、複数の加速器を組み合わせて構成され

るのが一般的である。

（２）加速器からの放射線

　加速器による放射線は加速されたビーム以外にも二次的な放射線（二次放射線）、

核反応で生成したＲＩ（残留放射能）が生じる。このため、これまで述べたＲＩお

よびＸ線とは異なった注意も必要である。これらの状況は施設によっても大きく異

なる為、各施設の放射線取扱主任者の指示に従い、注意事項や規則を必ず遵守する

と共に、加速器の運転状況等の把握を心掛けるべきである。
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８．情報セキュリティ

　インターネットが教育現場に導入され、各自のＰＣやスマートフォン等から容易に 

Webにアクセス可能な今日において、情報セキュリティを強化することも重要な 「安

全対策」である。命に関わる危険は無いが、ウイルス感染時等においては対策を一歩

間違えると全学に影響が及ぶ恐れもあるので、要点を本章にまとめる次第である。な

お、下記の内容は総合メディア基盤センターのウェブサイトの内容を、許可を得て一

部改変し転載したものである。

（１）マルウェアに感染したと思ったら…

　マルウェア（ウイルスなどの悪意のあるプログラム）に感染したと思ったら、す

ぐに機器をネットワークから切り離して、相談窓口に連絡する。

　マルウェアに感染したら初動対応が重要である。被害を拡散しないために、速や

かにコンピュータを学内ネットから切り離さなければならない。有線接続の場合は

速やかにＬＡＮケーブルを抜き、無線接続の場合は無線を無効にする。パソコンの

電源を切らずに、直ちに相談窓口に連絡すること。なお、ウイルス対策ソフトでス

キャンを行ってはならない。スキャンを行うとウイルスに関する情報が失われてし

まう可能性がある。

（２）ＯＳ・アプリ

　ＯＳとアプリは常に最新版にアップデートする。

　脆弱性を持ったＯＳおよびアプリケーションソフトを使っていると、マルウェア

感染の危険性が高くなる。ＯＳおよびアプリケーションソフトを自動的にUpdateす

るように設定しておき、常に最新のセキュリティパッチを導入すること。また、サ

ポートの切れたＯＳやアプリケーションソフトをインストールしたパソコンをイン

ターネットに繋げることはセキュリティ上非常に危険である。サポートの切れたＯ

ＳまたはアプリケーションソフトをインストールしたＰＣの学内ＬＡＮへの接続は

してはならない。

（３）セキュリティソフト

　セキュリティソフト（ウイルス対策ソフト）を導入してパターンファイルを最新



- 53 -

に保つ。

　WindowsパソコンとMacを学内ＬＡＮに接続する際にはウイルス対策ソフトは必

須である。総合メディア基盤センターでは教職員および学生に無料でウイルス対策

ソフトを提供しているので、総合メディア基盤センターホームページを参照のうえ

利用すること。

（４）電子メール

　メールの添付ファイルやリンクをクリックするときはマルウェア感染の脅威があ

るので注意する。

　マルウェア感染の主要なルートの一つは電子メールの添付ファイルである。不審

な添付ファイルは開かない。特に実行形式ファイル（ファイル拡張子がｅｘｅ）は

要注意である。また、メール文中のリンクをクリックさせて本物そっくりの偽サイ

トに誘導し重要情報を盗み取るフィッシング詐欺も多発しているので注意すること。

（５）ソフトウェアのインストール

　出所の定かでないソフトウェアをインストールしない。

　出所の定かでないフリーソフトの中には、悪意を持って作られた物もある。この

ようなソフトをインストールして、情報が盗み取られる被害も発生している。出所

の定かでないソフトウェアをインストールしないこと。

（６）パスワード

　パスワードはシステム毎に違うものを使い他人に知られないように気をつける。

　パスワードは自身の情報を守る重要なものである。他人に容易に推測されないよ

う、パスワードは英文字、数字、特殊文字を組み合わせた８文字以上とすべきであ

る。また異なる複数のサービスで同じパスワードを使っていると、一旦パスワード

が漏れればすべてのサービスで不正利用される危険性があるため、パスワードは

サービスごとに違うものに変えるべきである。

（７）盗難・紛失

　パソコンやＵＳＢメモリ等の盗難・紛失に気を付ける。

　重要情報が保存されたパソコンやＵＳＢメモリの盗難や紛失が起きれば、個人の
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業務に支障が生じるだけでなく、大学の信用問題にも関わることとなる。重要情報

が保存されたパソコンやＵＳＢメモリの盗難や紛失には十分な注意が必要である。

重要情報をＵＳＢメモリに保存する際には暗号化機能が付いたＵＳＢメモリを使う

ことを推奨する。

（１）～（７）出典：「これだけは守りましょう」総合メディア基盤センター作成

（８）ネットワークを利用する前に確認

鳥取大学のネットワークに接続するパソコンの環境設定
　◆ ＯＳ等利用するソフトウェアは最新の状態を維持すること。

　◆ ウイルス対策ソフトを導入すること。

　鳥取大学では教職員・学生にウイルス対策ソフト「ウイルスバスター」を無償で

提供している。

ウイルス対策ソフトのダウンロード場所

http://www.center.tottori-u.ac.jp/services/antivirus/

　◆ ウイルス対策ソフトのパターンファイルは最新状態に更新すること。

　◆ 定期的にウイルス対策ソフトでパソコンの安全点検（フルスキャン）を実行す

ること。

個人情報等を含むファイルはパソコンに保存しない。
　◆ ウイルスに感染しても情報漏えいの心配が無いようにする。

　◆ 業務に不必要な個人情報等は収集しない。

守らなければいけないファイルはパスワードを付けて（暗号化して）保護する。
http://www.center.tottori-u.ac.jp/office_crypt/ 

（９）ウイルスに感染したと思ったらすぐ行動

パソコンに次のような症状が出たらウイルス感染を疑わなければならない。
　◆勝手に広告の窓が開いて閉じられない。

　◆不審な内容のメッセージが画面に表示される。

　◆パソコンが不審な動作をする。

　◆ファイルが読めなくなる、ファイル名が勝手に変わる。
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　◆ 強制的に特定のサイトに誘導される。　　　　など

ウイルス感染が疑われた場合の最初に次の行動を取ること。
　◆パソコンのＬＡＮケーブルを外す。

　◆無線ＬＡＮを使っている場合は停止（無効に）する。

　◆総合メディア基盤センター相談窓口（ＣＳＩＲＴ）に連絡する。

　総合メディア基盤センター相談窓口（ＣＳＩＲＴ）

　E-Mail：tu_ipc@tottori-u.ac.jp

　TEL：0857⊖31⊖5326

（10）怪しいサイトの見分け方

怪しいサイトの例
　◆「http://」で始まるサイトでパスワード入力する。

　　（パスワードを入力要求するサイトは「https://」で始まり鍵マークの表示がある。）

　◆短縮ＵＲＬのリンクを利用している。

　◆正規のサイトを詐称している。

詐称サイトの見分け方
　鳥取大学の場合、

　先頭から３つ目のスラッシュの左側部分が必ず「.tottori-u.ac.jp/」

　鳥取大学の例：http://www.tottori-u.ac.jp/

　詐 称 の 例：http://www.tottori-u.ac/

　鳥取大学と見間違う紛らわしい文字列があっても詐称サイトではないか注意する

こと。

短縮ＵＲＬ
　長い文字列のＵＲＬを短い文字列のＵＲＬに代替するサービス。

　サービスサイトに接続しないと実際の長い文字列のＵＲＬを確認することができ

ない。危険なサイトへの誘導に利用される場合があるので注意すること。
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（11）不審なメールの見分け方

　巧妙に仕組まれたメールはタイトルや本文の内容から本物か偽物かの判断するこ

とは難しい。次のようなメールは不審なメールだと思って取り扱うこと。

　◆業務に関係の無いメール⇒メールを開かない。

　◆「（10）怪しいサイトの見分け方」のリンク⇒クリックしない。

　◆詳細をリンク先で確認するメール⇒注意して対応する。

　◆ＩＤ、パスワードの入力を要求する⇒サイトを確認する。

（12）メールの適切な使い方

　◆機密情報はメールの添付ファイルで送らない

　　Proself（ファイル受け渡しサービス）を利用する。

　　http://www.center.tottori-u.ac.jp/services/proself/

　◆ＨＴＭＬ形式のメールは受けない。

　◆ＨＴＭＬ形式のメールは送らない。

　◆重要なファイルを送る時はファイルを暗号化する。

（８）～（12）出典：「情報セキュリティ対策（基礎編）」総合メディア基盤センター作成

　情報セキュリティに関する最新情報は、総合メディア基盤センターウェブサイトの

「情報セキュリティ」のページ（ＵＲＬ：https://www.center.tottori-u.ac.jp/security/にア

クセス、または右下のＱＲコードをスマートフォンで読み取る。）を参照すること。
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〈附１〉

実験系廃液について

鳥取大学化学物質管理の手引き

（平成30年４月１日、鳥取大学施設・環境委員会）

より抜粋

　化学物質を含んだ溶液を、一般排水として放流することは許されない。本学の実験

排水は、モニター槽で最低限の水質確認を行い、公共下水道に排出している。万一、

公共下水道に異常排水を流出させた場合、大学の社会的責任は大きく、使用者はルー

ルを順守し、責任を持った処理を行うことが必要である。

　化学物質を含んだ廃液は、最低３次洗浄水まで廃液タンクに貯留し、４次洗浄以降

も必要に応じ、水質が排出基準に合致していることを確認のうえ、放流しなければな

らない。酸アルカリ溶液は、pH5.0～9.0に調整した後、微生物培養に用いた液体はオー

トクレーブ等で滅菌処理した後に放流する。

　実験廃液は下記の表の通り、有機系、無機系に大別し、含まれる化学物質によって

区分し、専用容器に貯留し、専門の処理業者に処分を委託する。使用責任者は、次の

留意事項を遵守し、廃液回収時に貯留容器を安全に指定場所に移動させ、廃液の内容、

性状について処理業者に説明し、引き渡す。

１．有機溶媒類は可能な限り再使用に務めること。

２．発火、発煙等、事故を誘発する恐れがある化学物質を混入させないこと。＊１

３．貯留容器に固形物を混入させないこと。

４．油類（揮発油、灯油、軽油等）は別に貯留し、別途処理すること。

５．水銀を含む廃液、医療廃棄物、放射性物質は別に貯留し、別途処理すること。

６．ＰＣＢを含む廃液は、施設環境部に連絡し、その指示に従い貯留すること。
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【有機系廃液】
分　類 含有化学物質等 備　考
写 真 廃 液 停止液、現像液、定着液

難燃性廃液

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、四塩

化炭素、クロロホルム、塩化メチレン、二塩化エチ

レン、クロロエチレン、メチルクロロホルム

ハロゲン系廃液

ホルマリン、大量の水を含む水溶性溶液（アセトン、

エタノール、メタノール等）

可燃性廃液

アセトン、ベンゼン、ヘキサン、エタノール、メタ

ノール、キシレン、ピリジン、アセトニトリル、酢

酸エチル等

【無機系廃液】
分　類 含有化学物質等 備　考

シアン、アルカリ

系廃液

シアン化合物、パラチオン、メルジメトン、水酸化

ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア水等

重金属、酸系廃液
重金属（銅、マンガン、亜鉛、絵具等）、塩酸、硫酸、

硝酸、リン酸、ヒ素等

　＊１　爆発性物質として、次の化合物の混在は特に注意する。

　　一　硫酸、硝酸等の強酸物質

　　二　硝酸塩、塩素酸塩等の酸化剤

　　三　 過酸化ベンゾイル等の過酸化物のように、混合すると燃焼あるいは分解爆発

する物質

　　四　重合反応が暴発するモノマー等



お　わ　り　に

　この「安全の手引」は、災害・傷害、および情報ネットワーク機能不全の発生の未

然防止を願って編集されたものです。内容は、工学部においての実験・実習・研究を

行ううえでの基本的留意事項にとどめられていますが、最近の科学・技術の進展にと

もなって、実験・実習の内容が多様化しており、個々の物の取り扱いについては、こ

の「安全の手引」を基礎として、わからない点は指導者に尋ね、注意事項をよく守っ

て行動することを願っています。

　なお、教職員各位で不備な点などお気付きのことがありましたら、今後の改訂の参

考にしたいので、お知らせください。

　本「安全の手引」は、平成18年３月31日鳥取大学工学部防災対策委員会で編集され

たものをもとに、必要箇所を改訂したものです。

平成31年３月31日

鳥取大学工学部安全の手引編集委員会

委員長　大城　隆（化学バイオ系学科）

改訂担当者一覧

第１章：鳥取大学保健管理センター

第２章：黒岩正光（社会システム土木系学科委員）

　　　　増田貴則（社会システム土木系学科委員）

第３章：阿部友紀（電気情報系学科委員）

第４章：音田哲彦（機械物理系学科委員）

第５章：伊福伸介（化学バイオ系学科委員）

第６章：八木寿梓（化学バイオ系学科委員）

　　　　増田貴則（社会システム土木系学科委員）

第７章：北　　実（鳥取大学研究推進機構）

第８章：中井　唱（機械物理系学科委員）

　　　　清水忠昭（電気情報系学科委員）



事件・事故発生時の対応マニュアル
○防災、防火について
　学生及び教職員は、地震、火災等の万一の災害に備えて日頃から室内の整理整頓に心がけ
るとともに、ガス・電気器具など火気に十分注意し、防災、防火に万全の注意をしてください。
　万一火災等が発生した場合には、すみやかに火災警報装置のボタンを押すとともに、消防
署に通報し備付の消火器で、初期消火に努めてください。消火できず身に危険を感じた時は
すみやかに避難してください。

警備員室	 ℡　31-6757（内線2259）
消防署・救急車（火災・けが）	 ℡　119（局番なし）
警察署（事件）	 ℡　110（局番なし）
海上保安庁（海上の事件・事故）	 ℡　118（局番なし）

※　 講義室及びリフレッシュルームに設置されている電話機を使用する場合は、短縮ダイ
ヤル（「９」＋発信ボタン）で教務係に連絡することができます。

　なお、火災報知器・消火器は各廊下に設置されているので、操作方法については、普段か
ら習熟しておき、非常時に落着いて行動できるように心がけてください。

○盗難について
　盗難等を防止するため、部屋を空ける場合は、たとえ短時間であっても、必ず施錠し、鍵
の管理には万全を期してください。

○病気になった時
① 　学生及び教職員が病気になった場合は、本学保健管理センターにおいて応急処置を受
けることができます。また、病気の手当や健康についての相談を行っています。

診療時間：月曜日～水曜日10：00～11：30、14：00～16：00
　　　　　金曜日10：00～11：30、13：15～16：00
窓口対応（予約受付）時間：月曜日～金曜日８：30～17：00
　　　　　　　　　　℡　31-5065（内線2492）

②　鳥取大学から近い学外の病院は、次のとおりです。
尾崎病院 ℡　28-6616（鳥取市湖山町北２-555）
堀内医院 ℡　28-1009（鳥取市湖山町南１-623）
県立中央病院 ℡　26-2271（鳥取市江津730）
鳥取赤十字病院 ℡　24-8111（鳥取市尚徳町117）
鳥取市立病院 ℡　37-1522（鳥取市的場１-１）

※　救急の場合は、タクシーか救急車を呼んでください。
タクシー　日交ハイヤー　℡　26-6111　　旭タクシー　℡　28-0081
救急車　　℡　１１９（局番なし）

　学内施設の電話機で学外に電話する場合は、最初に０を押した後、相手先の電話番号を押す。
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